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二
松
学
舎
大
学
宋
明
資
料
輪
読
会
里
仁
篇
班

石
　
原
　
伸
　
一

岡
　
野
　
康
　
幸

序
　
言

本
稿
は
、『
中
國
哲
學
』
第
五
十
号
（
北
海
道
大
學
中
國
哲
學
會
、
令
和
五
年
発
行
）
に
掲
載
の
「『
朱
子
語
類
』
巻
二
六
～
巻
二
九
訳
注

（
二
二
）」
の
続
稿
で
あ
る
。
本
訳
注
（
二
三
）
は
巻
二
七
里
仁
篇
下
「
子
曰
參
乎
章
」
を
検
討
し
、
報
告
す
る
。
訳
注
（
一
）
の
巻
頭
に
記
し

た
「
序
言
」「
凡
例
」
は
、
原
則
と
し
て
本
稿
に
お
い
て
も
踏
襲
し
て
い
る
の
で
、（
一
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

輪
読
会
里
仁
篇
班
の
参
加
者
は
、
石
原
伸
一
（
茨
城
高
等
学
校
・
茨
城
中
学
校
教
諭
）、
岡
野
康
幸
（
群
馬
医
療
福
祉
大
学
専
任
講
師
）、
小

幡
敏
行
（
横
浜
市
立
大
学
教
授
）、
久
米
晋
平
（
秀
明
大
学
専
任
講
師
）、
中
根
公
雄
（
二
松
學
舍
大
学
非
常
勤
講
師
）
で
あ
る
。

各
条
の
担
当
者
は
、
巻
二
七
里
仁
篇
下
「
子
曰
參
乎
章
」（
里
15
・
63
～
83
）
が
石
原
伸
一
・
岡
野
康
幸
で
あ
る
。

『
朱
子
語
類
』
巻
二
六
～
巻
二
九
訳
注
（
二
三
）
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『
朱
子
語
類
』
巻
第
二
十
七
　
論
語
九
　
里
仁
篇
下

［
里
15
・
63
／
二
七
・
一
七
九
］

本
　
文

蜚
卿（

１
）問
、
恕
字
、
古
人
所
說
有
不
同
處
。
如
己
所
不
欲
、
勿
施
於
人
、
便
與
大
學
之
絜
矩
、
程
子
所
謂
推
己
、
都
相
似
。
如
程
子
所
引
乾
道
變

化
、
各
正
性
命
、
及
大
學
中
說
有
諸
己
而
後
求
諸
人
、
却
兼
通
不
得
、
如
何
。
曰
、
也
只
是
一
般
。
但
對
副
處
別
、
子
細
看
便
可
見
。
今
人
只

是
不
曾
子
細
看
。
某
當
初
似
此
類
、
都
逐
項
寫
出
、
一
字
對
一
字
看
。
少
間
紙
上
底
通
、
心
中
底
亦
脫
然
。
且
如
乾
道
變
化
、
各
正
性
命
、
各

正
性
命
底
、
便
如
乾
道
變
化
底
、
所
以
爲
恕
。
直
卿
問
、
程
子
言
如
心
爲
恕
、
如
心
之
義
如
何
。
曰
、
萬
物
之
心
、
便
如
天
地
之
心
。
天
下
之

心
、
便
如
聖
人
之
心
。
天
地
之
生
萬
物
、
一
箇
物
裏
面
便
有
一
箇
天
地
之
心
。
聖
人
於
天
下
、
一
箇
人
裏
面
便
有
一
箇
聖
人
之
心
。
聖
人
之
心

自
然
無
所
不
到
、
此
便
是
乾
道
變
化
、
各
正
性
命
、
聖
人
之
忠
恕
也
。
如
己
所
不
欲
、
勿
施
於
人
、
便
是
推
己
之
心
做（

２
）到

那
物
上
、
賢
者
之
忠

恕
也
。
這
事
便
是
難
。
且
如
古
人
云
、
不
廢
困
窮
、
不
虐
無
告
、
自
非
大
無
道
之
君
、
孰
肯
廢
虐
之
者
。
然
心
力
用
不
到
那
上
、
便
是
自
家
廢

虐
之
。
須
是
聖
人
、
方
且
會
無
一
處
不
到
。
又
問
、
以
己
及
物
、
仁
也
。
推
己
及
物
、
恕
也
。
上
句
是
聖
人
之
恕
、
下
句
是
賢
者
之
恕
否
。
曰
、

上
箇
是
聖
人
之
恕
、
下
箇
賢
者
之
仁
。
聖
人
之
恕
、
便
是
衆
人
之
仁
。
衆
人
之
仁
、
便
是
聖
人
之
恕
。【
道
夫
】

校
　
勘

（
１
）
蜚
卿
―
「
蜚
卿
」
は
、
楠
本
本
は
「
蜚
卿
」
の
二
字
無
し
。

（
２
）
做
―
「
做
」
は
、
正
中
書
局
本
は
「
求
」
に
作
る
。
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訓
　
読

蜚
卿（

１
）問

ふ
、
恕
の
字
、
古
人
の
說
く
所
に
同
じ
か
ら
ざ
る
處
有
り
。
如
へ
ば
「
己
の
欲
せ
ざ
る
所
、
人
に
施
す
勿
か
れ（

２
）」

は
、
便
ち
大
學
の
絜

矩（
３
）、
程
子
の
所
謂
己
を
推
す（

４
）と
、
都す

べ

て
相
ひ
似
る
。
如
へ
ば
程
子
引
く
所
の
「
乾
道
變
化
し
、
各

お
の
お
の

性
命
を
正（

５
）す
」、
及
び
大
學
中
に
說
く

「
諸
を
己
に
有
し
て
而
し
て
後
に
諸
を
人
に
求
む（

６
）」

は
、
却
て
兼
ね
て
通
じ
得
ざ
る
は
、
如
何
、
と
。
曰
は
く
、
也ま

た
只た是
だ
一
般
な
り
。
但

だ
對
副
す
る
處
の
別
の
み（

７
）、

子
細
に
看
れ
ば
便
ち
見
る
べ
し
。
今
の
人 

只
是
だ
曾
て
子
細
に
看
ず
。
某

そ
れ
が
し 

當
初
此
の
類
の
似ご

と

き
は
、
都
て
項

を
逐
ひ
て
寫
し
出
し
、
一
字
は
一
字
に
對
し
て
看
る
。
少
間
に
し
て
紙
上
の
底も

の

通
じ
、
心
中
の
底
も
亦
た
脫
然
な
り
。
且た

如と

へ
ば
「
乾
道
變
化

し
、
各

お
の
お
の

性
命
を
正
す
」
は
、「
各

お
の
お
の

性
命
を
正
す
」
底
は
、
便
ち
「
乾
道
變
化
す
る
」
底
の
如
く
、
恕
爲た

る
所
以
な
り
、
と
。
直
卿（

８
）問

ふ
、

程
子 

心
の
如
く
す
る
を
恕
と
爲
す（

９
）と
言
ふ
、
心
の
如
く
す
る
の
義
は
如
何
、
と
。
曰
は
く
、
萬
物
の
心
は
、
便
ち
天
地
の
心
の
如
し
。
天
下

の
心
は
、
便
ち
聖
人
の
心
の
如
し
。
天
地
の
萬
物
を
生
ず
る
や
、
一
箇
の
物
の
裏
面
に
便
ち
一
箇
の
天
地
の
心
有
り
。
聖
人
の
天
下
に
於
け
る

や
、
一
箇
の
人
の
裏
面
に
便
ち
一
箇
の
聖
人
の
心
有
り
。
聖
人
の
心
は
自
然
に
到
ら
ざ
る
所
無
く
、
此
れ
便す

な
は是
ち
「
乾
道
變
化
し
、
各

お
の
お
の

性
命

を
正
す
」
に
し
て
、
聖
人
の
忠
恕
な
り
。「
己
の
欲
せ
ざ
る
所
、
人
に
施
す
勿
か
れ
」
は
、
便
是
ち
己
を
推
す
の
心 

那
の
物
の
上
に
做
し
到
り
、

賢
者
の
忠
恕
な
り
。
這
の
事 

便
是
ち
難
し
。
且
如
へ
ば
古
人
の
「
困
窮
を
廢
せ
ず
、
無
告
を
虐
げ
ず（

（1
（

」
と
云
ふ
は
、
大
い
に
無
道
の
君
に
非

ざ
る
よ
り
は
、
孰
か
肯
へ
て
之
を
廢
虐
す
る
者
な
ら
ん
。
然
ど
も
心
力
用
ひ
て
那
の
上
に
到
ら
ざ
れ
ば
、
便
是
ち
自
家
之
を
廢
虐
す
。
聖
人
を

須ま是
ち
て
、
方は

且じ

め
て
會か

な
ら

ず
一
處
と
し
て
到
ら
ざ
る
無
し
、
と
。
又
問
ふ
、
己
を
以
て
物
に
及
ぼ
す
は
、
仁
な
り
。
己
を
推
し
て
物
に
及
ぼ

す
は
、
恕
な
り（

（1
（

。
上
句
は
是
れ
聖
人
の
恕
、
下
句
は
是
れ
賢
者
の
恕
な
る
や
否
や
、
と
。
曰
は
く
、
上
箇
は
是
れ
聖
人
の
恕
、
下
箇
は
賢
者
の

仁
な
り
。
聖
人
の
恕
は
、
便
是
ち
衆
人
の
仁
な
り
。
衆
人
の
仁
は
、
便
是
ち
聖
人
の
恕
な
り
、
と
。【
楊
道
夫（

（1
（

】



−70−

口
語
訳

蜚
卿
（
童
伯
雨
）
が
質
問
し
た
、「「
恕
」
の
字
に
つ
い
て
、
先
人
の
説
に
は
相
違
点
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、「
己
の
欲
せ
ざ
る
所
、
人

に
施
す
な
か
れ
」
は
、『
大
学
』
の
「
絜
矩
」
と
程
頤
の
い
う
「
己
を
推
す
」
と
に
似
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
程
頤
が
引
用
す
る
「
乾
道
変

化
し
、
各

お
の
お
の 

性
命
を
正
す
」
と
『
大
学
』（
伝
九
章
）
の
「
諸
を
己
に
有
し
て
後
に
諸
を
人
に
求
む
」
と
は
、（「
己
を
推
す
」
と
）
意
味
が
通

じ
合
い
ま
せ
ん
。
ど
う
で
し
ょ
う
か
」
と
。

（
朱
子
が
）
言
っ
た
、「
や
は
り
同
じ
だ
。
し
か
し
、「
推
己
」
と
「
如
心
」
の
対
処
法
が
別
な
の
だ
。
よ
く
よ
く
見
れ
ば
分
か
る
。
今
の
人

は
よ
く
見
て
い
な
か
っ
た
だ
け
だ
。
わ
た
し
は
以
前
こ
れ
に
似
た
よ
う
な
類
は
、
み
な
一
つ
一
つ
書
き
出
し
、
一
字
一
字
を
見
比
べ
た
。
し
ば

ら
く
し
て
紙
上
の
も
の
（
文
字
に
書
か
れ
た
意
味
）
が
通
じ
、
心
中
の
も
の
も
氷
解
し
た
。
例
え
ば
「
乾
道
変
化
し
、
各 

性
命
を
正
す
」
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
性
命
を
正
し
た
も
の
が
、
乾
道
の
変
化
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
り
、
恕
な
の
だ
」
と
。

直
卿
（
黄
榦
）
が
質
問
し
た
、「
程
子
が
「
心
の
如
く
す
る
を
恕
と
為
す
」
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、「
心
の
如
く
す
」
の
意
味
は
ど
う
い
う
こ

と
で
す
か
」
と
。

（
朱
子
が
）
言
っ
た
、「
万
物
の
心
は
、
天
地
の
心
の
よ
う
な
も
の
だ
。
天
下
の
心
は
、
聖
人
の
心
の
よ
う
な
も
の
だ
。
天
地
が
万
物
を
生
み

出
す
と
、
物
の
中
に
そ
れ
ぞ
れ
天
地
の
心
が
あ
る
の
だ
。
聖
人
と
天
下
（
の
人
々
と
）
の
関
係
は
、
人
間
の
内
面
に
は
そ
れ
ぞ
れ
天
地
の
心
が

あ
る
の
だ
。
聖
人
の
心
は
自
然
に
何
事
に
も
及
ぶ
も
の
で
、
こ
れ
が
「
乾
道
変
化
し
、
各 

性
命
を
正
す
」
で
あ
り
、
聖
人
の
忠
恕
な
の
だ
。

た
と
え
ば
、「
己
の
欲
せ
ざ
る
所
、
人
に
施
す
な
か
れ
」
は
、
己
を
推
す
心
が
外
物
に
作
用
す
る
の
で
あ
り
、
賢
者
の
忠
恕
な
の
だ
。
こ
の
事

が
ら
は
難
し
い
。
た
と
え
ば
、
先
人
は
「
困
窮
を
廃
せ
ず
、
無
告
を
虐
げ
ず
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
ひ
ど
く
無
道
の
君
主
で
な
け
れ
ば
、
誰
が
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進
ん
で
廃
虐
（
非
常
に
残
虐
な
行
為
）
を
し
よ
う
か
。
し
か
し
、
心
を
外
物
に
用
い
な
け
れ
ば
、
自
ら
廃
虐
を
す
る
。
聖
人
で
あ
っ
て
始
め
て

ど
ん
な
処
に
も
至
る
こ
と
が
で
き
よ
う
」
と
。

さ
ら
に
尋
ね
た
、「（
程
顥
の
）「
己
を
以
て
物
に
及
ぼ
す
は
、
仁
な
り
。
己
を
推
し
て
物
に
及
ぼ
す
は
、
恕
な
り
」
の
上
の
句
は
聖
人
の
恕

で
、
下
の
句
は
賢
者
の
恕
で
す
か
」
と
。

（
朱
子
が
）
言
っ
た
、「
上
の
句
は
聖
人
の
恕
で
あ
り
、
下
の
句
は
賢
者
の
仁
だ
。
聖
人
の
恕
は
人
々
（
衆
人
）
の
仁
だ
。
人
々
の
仁
は
、
聖

人
の
恕
な
の
だ
」
と
。【
楊
道
夫
録
】

注（
１
）
蜚
卿
―
「
蜚
卿
」
は
、
童
伯
雨
。
本
訳
注
（
六
）
の
（
里
5
・
17
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
１
）
を
参
照
）。

（
２
）
己
の
欲
…
な
か
れ
―
『
論
語
』
衛
霊
公
篇
第
二
十
三
章
に
「
子
貢
問
曰
、
有
一
言
而
可
以
終
身
行
之
者
乎
。
子
曰
、
其
恕
乎
。
己
所
不
欲
、
勿
施
於
人
。」

と
あ
り
、
集
注
に
「
推
己
及
物
、
其
施
不
窮
、
故
可
以
終
身
行
之
」
と
あ
る
。

（
３
）
大
學
の
絜
矩
―
『
大
学
章
句
』
伝
十
章
に
「
所
謂
平
天
下
在
治
其
國
者
、
上
老
老
而
民
興
孝
、
上
長
長
而
民
興
弟
、
上
恤
孤
而
民
不
倍
、
是
以
君
子
有
絜

矩
之
道
也
」
と
あ
る
。

（
４
）
程
子
の
…
を
推
す
―
集
注
に
「
盡
己
之
謂
忠
、
推
己
之
謂
恕
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
程
頤
の
語
。
ま
た
『
河
南
程
氏
経
説
』
巻
六
「
論
語
解
」
里
仁
に
「
曾

子
曰
、
夫
子
之
道
、
忠
恕
而
已
。
盡
己
之
謂
忠
、
推
己
之
謂
恕
。
忠
、
體
也
。
恕
、
用
也
。
孟
子
曰
、
盡
其
心
者
、
知
其
性
也
」
と
あ
る
。

（
５
）
乾
道
變
…
を
正
す
―
集
注
に
「
又
曰
、
維
天
之
命
、
於
穆
不
已
、
忠
也
。
乾
道
變
化
、
各
正
性
命
、
恕
也
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
程
頤
の
語
。
ま
た
『
論
語

精
義
』
巻
二
下
に
「
伊
川
曰
、
維
天
之
命
、
於
穆
不
已
、
忠
也
。
乾
道
變
化
、
各
正
性
命
、
恕
也
。」
と
あ
る
。『
河
南
程
氏
外
書
』
巻
七
に
も
同
文
あ
り
。

（
６
）
諸
を
己
…
に
求
む
―
『
大
学
章
句
』
伝
九
章
に
「
是
故
君
子
有
諸
己
而
后
求
諸
人
、
無
諸
己
而
后
非
諸
人
」
と
あ
る
。

（
７
）
對
副
す
…
別
の
み
―
「
對
副
」
の
語
に
対
し
て
、
李
宣
哲
著
、
李
昤
昊
・
鄭
墡
謨
主
編
『（
標
点
校
勘
）
朱
子
語
類
考
文
解
義
』（
一
五
三
頁
、
成
均
館
大

学
出
版
部
、
二
〇
一
三
年
五
月
）
に
「
謂
彼
此
相
對
爲
言
者
、
各
自
不
同
。
盖
絜
矩
是
推
己
爲
主
、
乾
道
變
化
、
則
以
如
心
爲
主
、
一
則
以
推
對
副
、
一

則
以
如
對
副
、
而
其
言
各
殊
。
然
皆
是
自
我
及
物
之
意
、
故
曰
只
是
一
般
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
訳
し
た
。
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（
８
）
直
卿
―
「
直
卿
」
は
、
黃
榦
、
字
は
直
卿
。
本
訳
注
（
二
一
）
の
（
里
15
・
53
）
に
既
出
（
そ
の
注
（
２
）
を
参
照
）。

（
９
）
程
子
心
…
と
爲
す
―
『
論
語
精
義
』
巻
二
下
に
「
又
曰
、
夫
子
之
道
忠
恕
而
已
。
盡
己
爲
忠
、
如
心
爲
恕
、
是
乃
所
以
爲
一
也
。
言
仁
義
亦
可
也
」
と
引

用
さ
れ
る
程
頤
の
語
。「
如
心
爲
恕
」
は
『
詩
経
』
周
南
「
関
雎
」
小
序
の
孔
穎
達
疏
に
「
於
文
中
心
爲
忠
、
如
心
爲
恕
」
と
あ
る
。

（
10
）
困
窮
を
…
虐
げ
ず
―
『
尚
書
』
大
禹
謨
に
「
帝
曰
、
兪
、
允
若
茲
、
嘉
言
罔
攸
伏
、
野
無
遺
賢
、
萬
邦
咸
寧
。
稽
于
衆
、
舍
己
從
人
、
不
虐
無
告
、
不
廢

困
窮
、
惟
帝
時
克
」
と
あ
る
。

（
11
）
己
を
以
…
恕
な
り
ー
集
注
に
「
程
子
曰
、
以
己
及
物
、
仁
也
。
推
己
及
物
、
恕
也
。
違
道
不
遠
是
也
。
忠
恕
一
以
貫
之
、
忠
者
天
道
、
恕
者
人
道
。
忠
者

無
妄
、
恕
者
所
以
行
乎
忠
也
。
忠
者
體
、
恕
者
用
、
大
本
達
道
也
。
此
與
違
道
不
遠
異
者
、
動
以
天
爾
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
程
顥
の
語
。『
河
南
程
氏
遺

書
』
巻
十
一
に
「
以
己
及
物
、
仁
也
。
推
己
及
物
、
恕
也
。
忠
恕
一
以
貫
之
。
忠
者
天
道
、
恕
者
人
道
。
忠
者
無
妄
、
恕
者
所
以
行
乎
忠
也
。
忠
者
體
、

恕
者
用
、
大
本
達
道
也
。
此
與
違
道
不
遠
異
者
、
動
以
天
耳
」
と
あ
り
、『
遺
書
』
で
は
「
忠
恕
一
以
貫
之
」
の
六
字
が
割
注
に
な
っ
て
い
る
。

（
12
）
道
夫
―
「
道
夫
」
は
、
楊
道
夫
、
字
は
仲
思
、
ま
た
は
仲
愚
、
建
寧
府
浦
城
の
人
。
記
録
者
の
一
人
で
あ
る
楊
与
立
の
従
弟
。『
学
案
補
遺
』
巻
六
十
九
、

『
門
人
』
二
七
二
頁
、『
年
攷
』
一
二
四
頁
を
参
照
。  

［
里
15
・
64
／
二
七
・
一
八
〇
］　　

本
　
文　
　
　
　
　
　
　
　

楊
問
、
以
己
推
己
之
辨（

１
）。

先
生
反
問
、
如
何（

２
）。

曰（
３
）、

以
己
、
是
自
然
底
意
思
。
推
己
、
是
反
思
底
意
思
。
曰（

４
）、

然
。
以
己
、
是
自
然
流
出
、
如

孔
子
老
者
安
之
、
朋
友
信
之
、
少
者
懷
之
。
推
己
、
便
有
折
轉
意（

５
）、
如
己
欲
立
而
立
人
、
己
欲
達
而
達
人
。
㝢
因
問（

６
）、
推
廣
得
去（

７
）、
則
天
地
變

化
、
草
木
蕃
、
推
廣
不
去
、
天
地
閉
、
賢
人
隱
。
如
何
。
曰
、
亦
只
推
己
以
及
物
。
推
得
去
、
則
物
我
貫
通
、
自
有
箇
生
生
無
窮
底
意
思
、
便

有
天
地
變
化
、
草
木
蕃
氣
象
。
天
地
只
是
這
樣
道
理
。
若
推
不
去
、
物
我
隔
絶
、
欲
利
於
己
、
不
利
於
人
。
欲
己
之
富
、
欲
人
之
貧
。
欲
己
之

壽
、
欲
人
之
夭
。
似
這
氣
象
、
全
然
閉
塞
隔
絶
了
、
便
似
天
地
閉
、
賢
人
隱
。【
㝢
】
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校
　
勘
　

（
１
）
楊
問
、
以
…
己
之
辨
―
「
楊
問
、
以
己
推
己
之
辨
」
は
、
楠
本
本
は
「
楊
問
忠
恕
明
道
言
以
己
及
物
仁
也
推
己
及
物
恕
也
以
己
推
己
之
辨
何
如
」
に
作
る
。

和
刻
本
は
「
辨
」
を
「
辯
」
に
作
る
。

（
２
）
如
何
―
「
如
何
」
は
、
楠
本
本
は
「
公
以
爲
如
何
」
に
作
る
。

（
３
）
曰
―
「
曰
」
は
、
楠
本
本
は
「
答
曰
」
に
作
る
。

（
４
）
曰
―
「
曰
」
は
、
楠
本
本
は
「
先
生
曰
」
に
作
る
。

（
５
）
便
有
折
轉
意
―
「
便
有
折
轉
意
」
は
、
楠
本
本
は
「
便
有
折
轉
意
思
」
に
作
る
。

（
６
）
㝢
因
問
―
「
㝢
因
問
」
は
、
楠
本
本
は
「
㝢
因
忠
恕
」
に
作
る
。

（
７
）
推
廣
得
去
―
「
推
廣
得
去
」
は
、
楠
本
本
は
「
程
子
以
推
廣
得
去
」
に
作
る
。

訓
　
読

楊 

己
を
以
て
す
と
己
を
推
す
の
辨
を
問
ふ
。
先
生
は
反
り
て
問
ふ
、
如
何
、
と
。
曰
は
く
、
己
を
以
て
す
は
、
是
れ
自
然
底の

意
思
な
り
。
己

を
推
す
は
、
是
れ
反
思
底の

意
思
な
り
、
と
。
曰
は
く
、
然
り
、
と
。
己
を
以
て
す
と
は
、
是
れ
自
然
に
流
れ
出
で
、
孔
子
の
「
老
者
は
之
を
安

ん
じ
、
朋
友
は
之
を
信
じ
、
少
者
は
之
を
懷
け
ん（

１
）」

の
如
し
。
己
を
推
す
は
、
便
ち
折
轉
の
意
有
り
、「
己
立
た
ん
と
欲
し
て
人
を
立
て
、
己

達
せ
ん
と
欲
し
て
、
人
を
達
す（

２
）」
の
如
し
。
㝢
因
り
て
問
ふ
、
推
し
廣
め
得
て
去ゆ

け
ば
、
則
ち
「
天
地 

變
化
し
て
、
草
木 

蕃
る
」、
推
し
廣

め
去
か
ざ
れ
ば
、「
天
地 

閉
ぢ
、
賢
人 

隱
る（

３
）」、

如
何
、
と
。
曰
は
く
、
亦
た
只
だ
己
を
推
し
て
以
て
物
に
及
ぼ
す
の
み
。
推
し
得
て
去
け
ば
、

則
ち
物
我
貫
通
し
、
自
か
ら
箇
の
生
生
と
し
て
窮
ま
る
無
き
底の

意
思
有
り
、
便
ち
「
天
地 

變
化
し
て
、
草
木 

蕃
る
」
の
氣
象
有
り
。
天
地
は

只た是
だ
這
の
樣
な
る
道
理
の
み
。
若
し
推
し
去
か
ざ
れ
ば
、
物
我
隔
絶
し
、
己
を
利
し
て
、
人
を
利
せ
ざ
ら
ん
と
欲
す
。
己
の
富
を
欲
し
て
、

人
の
貧
を
欲
す
。
己
の
壽
を
欲
し
て
、
人
の
夭
を
欲
す
。
這
の
氣
象
の
似ご

と

く
、
全ま

つ
た然
く
閉
塞
隔
絶
し
了
は
れ
ば
、
便
ち
「
天
地 

閉
ぢ
、
賢
人 



−74−

隱
る
」
の
似
し
、
と
。【
徐
㝢（

４
）】

口
語
訳                                                     

　

楊
が
己
を
以
て
（
物
に
及
ぼ
す
）
こ
と
と
己
を
推
し
て
（
物
に
及
ぼ
す
）
こ
と
と
の
区
別
を
尋
ね
た
。

　

朱
子
は
逆
に
尋
ね
た
、「
ど
う
か
ね
」
と
。

　
（
楊
が
）
答
え
た
、「
己
を
以
て
（
物
に
及
ぼ
す
）
こ
と
は
自
然
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
己
を
推
し
て
（
物
に
及
ぼ
す
）
こ
と
は
意
識
的
と

い
う
意
味
で
あ
る
」
と
。

　
（
朱
子
が
）
言
っ
た
、「
そ
の
通
り
で
あ
る
。
己
を
以
て
（
物
に
及
ぼ
す
）
こ
と
は
自
然
に
流
れ
出
る
の
で
あ
り
、
孔
子
の
「
老
者
は
之
を
安

ん
じ
、
朋
友
は
之
を
信
じ
、
少
者
は
之
を
懐
け
ん
」
と
同
じ
で
あ
る
。
己
を
推
し
て
（
物
に
及
ぼ
す
）
こ
と
は
意
味
が
転
じ
て
、「
己
立
た
ん

と
欲
し
て
人
を
立
て
、
己
達
せ
ん
と
欲
し
て
、
人
を
達
す
」
と
同
じ
で
あ
る
」
と
。

　

㝢
が
そ
こ
で
尋
ね
た
、「（
己
を
）
押
し
広
げ
て
い
け
ば
、「
天
地 

変
化
し
て
、
草
木 

蕃
る
」
の
だ
。（
己
を
）
推
し
広
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
、

「
天
地 

閉
ぢ
、
賢
人 

隠
る（

３
）」
と
い
う
の
は
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
」
と
。

　
（
朱
子
が
）
言
っ
た
、「
こ
れ
も
た
だ
自
己
か
ら
他
者
へ
と
意
識
的
に
推
し
及
ぼ
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
推
し
て
い
け
ば
、
他
者
と

自
己
と
は
貫
通
し
、
自
か
ら
生
々
し
て
窮
ま
り
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、「
天
地 

変
化
し
て
、
草
木 

蕃
る
」
と
い
う
状
況
に
な
る
。
天

地
は
こ
の
よ
う
な
道
理
が
あ
る
の
だ
。
も
し
推
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
他
者
と
自
己
と
が
隔
絶
し
、
自
分
を
利
し
て
、
他
人
を
利
さ
な
い
よ
う

に
し
、
自
分
は
富
ん
で
、
他
人
は
貧
し
く
な
る
よ
う
に
し
、
自
分
は
長
寿
と
な
り
、
他
人
は
夭
逝
す
る
よ
う
望
む
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に

完
全
に
閉
塞
隔
絶
し
た
状
況
に
な
れ
ば
、
そ
れ
は
「
天
地 

閉
ぢ
、
賢
人 

隠
る
」
で
あ
る
」
と
。【
徐
㝢
録
】
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注（
１
）
老
者
は
…
懷
け
ん
―
「
老
者
安
之
、
朋
友
信
之
、
少
者
懷
之
」
は
、『
論
語
』
公
冶
長
篇
第
二
十
五
章
に
「
顏
淵 

季
路
侍
。
子
曰
、
盍
各
言
爾
志
。
子
路
曰
、

願
車
馬
衣
輕
裘
、
與
朋
友
共
、
敝
之
而
無
憾
。
顏
淵
曰
、
願
無
伐
善
、
無
施
勞
。
子
路
曰
、
願
聞
子
之
志
。
子
曰
、
老
者
安
之
、
朋
友
信
之
、
少
者
懷
之
」

と
あ
る
。

（
２
）
己
立
た
…
を
達
す
―
「
己
欲
立
而
立
人
、
己
欲
達
而
達
人
」
は
、
本
訳
注
（
二
二
）
の
（
里
15
・
57
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
６
）
を
参
照
）。

（
３
）
推
し
廣
…
隱
る
―
「
推
廣
得
去
、
則
天
地
變
化
、
草
木
蕃
、
推
廣
不
去
、
天
地
閉
、
賢
人
隱
」
は
、『
周
易
』
坤
卦
、
文
言
伝
に
「
天
地
變
化
、
草
木
蕃
。

天
地
閉
、
賢
人
隱
」
と
あ
る
。

（
４
）
㝢
―
徐
㝢
は
本
訳
注
（
１
）
の
（
里
１
・
４
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
４
）
を
参
照
）。

［
里
15
・
65
／
二
七
・
一
八
一
］　　

本
　
文

問
以
己
推
己
之
辯（

１
）。
曰
、
以
己
、
是
自
然
。
推
己
、
是
著（

２
）力
。
己
欲
立
而
立
人
、
己
欲
達
而
達
人
、
是
以
己
及
人
也
。
近
取
諸
身
、
譬
之
他
人
、

自
家
欲
立
、
知
得
人
亦
欲
立
、
方
去
扶
持
他
使
立
。
自
家
欲
達
、
知
得
人
亦
欲
達
、
方
去
扶
持
他
使
達
。
是
推
己
及
人
也
。【
淳
】

校
　
勘
　

（
１
）
問
以
己
…
己
之
辯
―
「
問
以
己
推
己
之
辯
」
は
、
楠
本
本
は
「
問
以
己
及
人
爲
仁
推
己
及
人
爲
恕
何
謂
以
己
推
己
之
辨
」
に
作
る
。

（
２
）
著
―
「
著
」
は
、
和
刻
本
は
「
着
」
に
作
る
。
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訓
　
読                                                     

己
を
以
て
す
と
己
を
推
す
と
の
辯
を
問
ふ
。
曰
は
く
、
己
を
以
て
す
は
、
是
れ
自
然
な
り
。
己
を
推
す
は
、
是
れ
力
を
著
く
る
な
り
。「
己
立

た
ん
と
欲
し
て
人
を
立
て
、
己
達
せ
ん
と
欲
し
て
人
を
達
す（

１
）」

と
は
、
是
れ
己
を
以
て
人
に
及
ぼ
す
な
り
。「
近
く
諸こ

れ

を
身
に
取
る（

２
）」

と
は
、

之
を
他
人
に
譬
へ
て
、
自み

づ
か家

ら
立
た
ん
と
欲
す
る
に
、
人
も
亦
た
立
た
ん
と
欲
す
る
を
知
り
得
て
、
方は

じ

め
て
去
き
他
を
扶
持
し
て
立
た
し
む
。

自
家
ら
達
せ
ん
と
欲
す
る
に
、
人
も
亦
た
達
せ
ん
と
欲
す
る
を
知
り
得
て
、
方
め
て
去
き
他
を
扶
持
し
て
達
せ
し
む
。
是
れ
己
を
推
し
て
人
に

及
ぼ
す
な
り
、
と
。【
陳
淳（

３
）】

口
語
訳                                                     

　

己
を
以
て
（
物
に
及
ぼ
す
）
こ
と
と
己
を
推
し
て
（
物
に
及
ぼ
す
）
こ
と
と
の
区
別
を
尋
ね
た
。

　
（
朱
子
が
）
言
っ
た
、「
己
を
以
て
（
物
に
及
ぼ
す
）
と
は
自
然
な
の
で
あ
り
、
己
を
推
し
て
（
物
に
及
ぼ
す
）
と
は
努
め
て
行
う
こ
と
で
あ

る
。「
己
立
た
ん
と
欲
し
て
人
を
立
て
、
己
達
せ
ん
と
欲
し
て
人
を
達
す
」
と
は
己
を
以
て
他
人
に
及
ぼ
す
こ
と
で
あ
り
、「
近
く
諸
を
身
に
取

る
」
と
は
（
己
を
）
他
人
に
例
え
て
み
て
、
自
分
が
立
ち
た
い
と
思
え
ば
、
他
人
も
ま
た
立
ち
た
い
と
思
う
と
分
か
っ
て
こ
そ
、
他
人
を
支
え

て
立
た
せ
る
の
で
あ
り
、
自
分
が
行
き
着
き
た
い
と
思
え
ば
、
他
人
も
ま
た
行
き
着
き
た
い
と
思
う
と
分
か
っ
て
こ
そ
、
他
人
を
支
え
て
行
き

着
か
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
己
を
推
し
て
他
人
に
及
ぼ
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
。【
陳
淳
録
】

注（
１
）
己
立
た
…
を
達
す
。
―
「
己
欲
立
而
立
人
、
己
欲
達
而
達
人
」
は
本
訳
注
（
二
二
）
の
（
里
15
・
57
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
６
）
を
参
照
）。
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（
２
）
近
く
諸
…
に
取
る
。
―
「
近
取
諸
身
」
は
、
本
訳
注
（
二
二
）
の
（
里
15
・
57
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
６
）
を
参
照
）。

（
３
）
淳
―
「
淳
」
は
陳
淳
。
陳
淳
は
本
訳
注
（
１
）
の
（
里
１
・
２
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
３
）
を
参
照
）。

［
里
15
・
66
／
二
七
・
一
八
二
］

本
　
文　
　
　
　
　
　
　
　

胡
問
以
己
及
物
以
字
之
義（

１
）。

曰
、
以
己
及
物
、
是
大
賢
以
上
聖
人
之
事
。
聖
人
是（

２
）因

我
這
裏
有
那
意
思
、
便
去
及
人
。
如
未
饑
、
未
見
得
天
下

之
人
饑
。
未
寒
、
未
見
得
天
下
之
人
寒
。
因
我
之
饑
寒
、
便
見
得
天
下
之
饑
寒
、
自
然
恁
地
去
及
他
、
便
是
以
己
及
物
。
如
賢
人
以
下
、
知
得

我
既
是
要
如
此
、
想
人
亦
要
如
此
、
而
今
不
可
不
教
他
如
此
、
三
反
五
折
、
便
是
推
己
及
物
、
只
是
爭
箇
自
然
與
不
自
然（

３
）。【

義
剛（

４
）】

校
　
勘
　

（
１
）
胡
問
以
…
字
之
義
―
「
胡
問
以
己
及
物
以
字
之
義
」
は
、
楠
本
本
は
「
胡
問
以
己
及
物
何
謂
以
字
之
」
に
作
る
。

（
２
）
是
―
「
是
」
は
、
楠
本
本
は
「
亦
是
」
の
二
字
に
作
る
。

（
３
）
只
是
爭
…
不
自
然
―
「
只
是
爭
箇
自
然
與
不
自
然
」
の
十
字
、
楠
本
本
に
無
し
。

（
４
）
義
剛
―
「
義
剛
」
は
、
楠
本
本
は
「
淳
」（
陳
淳
）
に
作
る
。

訓
　
読                                                     

胡 

己
を
以
て
物
に
及
ぼ
す（

１
）の
以
字
の
義
を
問
ふ
。
曰
は
く
、
己
を
以
て
物
に
及
ぼ
す
は
、
是
れ
大
賢
以
上
聖
人
の
事
な
り
。
聖
人
は
是
れ
我

が
這こ

裏こ

に
那
の
意
思
有
る
に
因
れ
ば
、
便
ち
去
き
て
人
に
及
ぼ
す
。
如
し
未
だ
饑
ゑ
ざ
れ
ば
、
未
だ
天
下
の
人
の
饑
う
る
を
見
得
せ
ず
。
未
だ
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寒こ
ご

え
ざ
れ
ば
、
未
だ
天
下
の
人
の
寒
ゆ
る
を
見
得
せ
ず
。
我
の
饑
寒
に
因
れ
ば
、
便
ち
天
下
の
饑
寒
を
見
得
し
、
自
然
に
恁か

地く

去
き
他
に
及
ぼ

す
、
便す

な
は是

ち
己
を
以
て
物
に
及
ぼ
す
な
り
。
賢
人
以
下
の
如
き
は
、
我
既す

是で

に
我
の
要も

と

む
る
こ
と
此
の
如
き
を
知
り
得
て
、
人
も
亦
た
要
む
る

こ
と
此
の
如
し
と
想
ひ
、
而い

今ま

は
他
を
し
て
此
の
如
く
な
ら
し
め
ざ
る
可
か
ら
ず
、
三
反
五
折
す
れ
ば
、
便
是
ち
己
を
推
し
て
物
に
及
ぼ
す
な

り
、
只た是
だ
箇
の
自
然
と
不
自
然
と
を
爭
ふ
の
み
。【
義
剛（

２
）】

口
語
訳                                                     

　

胡
が
「
己
を
以
て
物
に
及
ぼ
す
」
の
「
以
」
字
の
意
味
に
つ
い
て
尋
ね
た
。

　
（
朱
子
が
）
言
っ
た
、「「
己
を
以
て
物
に
及
ぼ
す
」
と
は
大
賢
以
上
聖
人
の
こ
と
で
あ
る
。
聖
人
は
自
身
に
思
い
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

他
人
に
及
ぼ
す
の
だ
。
自
分
が
空
腹
で
な
け
れ
ば
、
天
下
の
人
々
が
空
腹
で
あ
る
と
は
思
わ
な
い
し
、
自
分
が
寒
く
な
け
れ
ば
、
天
下
の
人
々

が
寒
い
と
は
思
わ
な
い
。
自
分
が
空
腹
で
寒
け
れ
ば
、
天
下
の
人
々
が
空
腹
で
寒
い
こ
と
が
分
か
り
、
自
然
に
そ
の
よ
う
に
他
者
に
及
ぼ
し
て

ゆ
く
、
こ
れ
が
「
己
を
以
て
物
に
及
ぼ
す
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
賢
人
以
下
は
、
自
分
が
求
め
て
い
る
こ
と
は
こ
う
だ
と
分
か
っ
て
か
ら
、

他
人
の
求
め
て
い
る
こ
と
も
ま
た
こ
う
だ
ろ
う
と
考
え
る
。
今
は
他
人
に
そ
う
さ
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ず
、
あ
れ
こ
れ
思
案
を
巡
ら
し
、
何
度
も

何
度
も
繰
り
返
せ
ば
、
こ
れ
が
「
己
を
推
し
て
物
に
及
ぼ
す
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
つ
ま
り
は
、
自
然
か
不
自
然
か
の
違
い
に
ほ
か
な
ら
な

い
。【
黄
義
剛
録
】

注（
１
）
己
を
以
…
及
ぼ
す
。
―
「
以
己
及
物
」
は
、
本
訳
注
（
二
二
）
の
（
里
15
・
57
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
５
）
を
参
照
）。
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（
２
）
義
剛
―
「
義
剛
」
は
黄
義
剛
。
本
訳
注
（
九
）
の
（
里
６
・
９
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
３
）
を
参
照
）。
楠
本
本
記
載
の
「
淳
」
は
、
陳
淳
。
本
訳
注

（
１
）
の
（
里
１
・
２
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
３
）
を
参
照
）。

［
里
15
・
67
／
二
七
・
一
八
三
］

本
　
文　
　
　
　
　
　
　
　

以
己
及
物
、
是
自
然
及
物
。
己
欲
立
、
便
立
人
、
己
欲
達
、
便
達
人
。
推
己
及
物
、
則
是
要
逐
一
去
推
出
。
如
我
欲
恁
地
、
便
去
推
與
人
也
合

恁
地
、
方
始
有
以
及
之
。
如
喫
飯
相
似
、
以
己
及
物
底
、
便
是
我
要
喫
、
自
是
教
別
人
也
喫
、
不
待
思
量
。
推
己
及
物
底
、
便
是
我
喫
飯
、
思

量
道
別
人
也
合
當
喫
、
方
始
與
人
喫（

１
）。【

義
剛
】

校
　
勘

（
１
）
楠
本
本
「
子
曰
参
乎
章
」
に
は
な
い
。

訓
　
読

己
を
以
て
物
に
及
ぼ
す（

１
）は

、
是
れ
自
然
に
物
に
及
ぼ
す
。「
己
立
た
ん
と
欲
せ
ば
、
便
ち
人
を
立
て
、
己
達
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
便
ち
人
を
達

す（
２
）」
る
な
り
。
己
を
推
し
て
物
に
及
ぼ
す
は
、
則
ち
是
れ
逐
一
去
き
て
推
し
出
だ
さ
ん
と
要ほ

つ

す
。
如も

し
我 

恁か
く
の
ご
と地
く
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
便
ち

去
き
推
し
人
の
與た

め

に
也ま

た
合ま

さ

に
恁
地
く
す
べ
く
し
て
、
方は

始じ

め
て
以
て
之
に
及
ぼ
す
有
り
。
飯
を
喫く

ら

ふ
が
如
く
相
ひ
似
て
、
己
を
以
て
物
に
及

ぼ
す
底も

の

は
、
便す

な
は是
ち
我
喫
は
ん
と
要ほ

つ

す
れ
ば
、
自お

の
づ是
か
ら
別
人
を
し
て
也
た
喫
は
し
む
る
こ
と
、
思
量
を
待
た
ず
。
己
を
推
し
て
物
に
及
ぼ
す

底も
の

は
、
便
是
ち
我
飯
を
喫
は
ん
と
す
る
に
、
思
量
し
て
別
人
も
也
た
合ま

當さ

に
喫
ふ
べ
し
と
道い

ひ
て
、
方
始
め
て
人
の
與
に
喫
は
し
む
。【
黃
義
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剛（
３
）】 

 

口
語
訳                                                     

「
己
を
以
て
物
に
及
ぼ
す
」
と
は
、
自
然
と
他
者
に
及
ぼ
す
こ
と
で
あ
る
。「
己
立
た
ん
と
欲
せ
ば
、
便
ち
人
を
立
て
、
己
達
せ
ん
と
欲
せ
ば
、

便
ち
人
を
達
す
」
る
で
あ
る
。「
己
を
推
し
て
物
に
及
ぼ
す
」
と
は
、
一
つ
一
つ
事
ご
と
に
推
し
及
ぼ
す
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
自
分
が
こ
う

し
た
け
れ
ば
、
推
し
て
他
人
に
も
ま
た
そ
う
す
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
う
し
て
は
じ
め
て
他
人
に
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
飯
を
食
べ
る
よ
う
な
も

の
で
、「
己
を
以
て
物
に
及
ぼ
す
」
の
は
、
自
分
が
食
べ
よ
う
と
す
る
と
き
に
、
自
然
と
他
人
に
も
食
べ
さ
せ
て
や
ろ
う
と
し
、
思
慮
す
る
ま

で
も
な
い
。「
己
を
推
し
て
物
に
及
ぼ
す
」
の
は
、
自
分
が
飯
を
食
べ
よ
う
と
す
る
と
き
、
他
人
も
飯
を
食
べ
た
い
は
ず
と
思
慮
し
て
か
ら
、

そ
の
後
で
他
人
に
飯
を
食
べ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。【
黄
義
剛
録
】

注（
１
）
己
を
以
…
及
ぼ
す
―
「
以
己
及
物
」
は
、
本
訳
注
（
二
二
）
の
（
里
15
・
57
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
５
）
を
参
照
）。

（
２
）
己
立
た
…
を
達
す
―
「
己
欲
立
、
便
立
人
、
己
欲
達
、
便
達
人
」
は
、
本
訳
注
（
二
二
）
の
（
里
15
・
57
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
６
）
を
参
照
）。

（
3
）
義
剛
―
「
義
剛
」
は
黄
義
剛
。
本
訳
注
（
九
）
の
（
里
６
・
９
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
３
）
を
参
照
）。

　［
里
15
・
68
／
二
七
・
一
八
四

（
１
）
］　　

本
　
文　
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恕
之
得
名
、
只
是
推
己
。
故
程
先
生
只
云
、
推
己
之
謂
恕
。
曾
子
言
、
夫
子
之
道
忠
恕
。
此
就
聖
人
説
、
却
只
是
自
然
、
不
待
勉
強
而
推
之
。

其
字
釋
却
一
般
。【
端
蒙
】

校
　
勘

（
１
）
本
条
は
、
楠
本
本
「
子
曰
參
乎
章
」
に
は
無
い
。

訓
　
読                                                     

恕
の
名
を
得
た
る
は
、
只た是
だ
己
を
推
す
の
み
。
故
に
程
先
生
は
只
だ
己
を
推
す
を
之
れ
恕
と
謂
ふ
と
云
ふ
の
み（

１
）。

曾
子
言
ふ
、「
夫
子
の
道

は
忠
恕
の
み
」
と
。
此
れ
聖
人
に
就
き
て
説
き
、
却
て
只
是
だ
自
然
に
し
て
、
勉つ

強と

め
て
之
を
推
す
を
待
た
ず
。
其
の
字
は
釋
く
こ
と 

却
て

一
般
な
り
。【
程
端
蒙（

２
）】

口
語
訳                                                     

　

恕
と
い
う
言
葉
は
、
自
己
を
推
す
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
程
先
生
も
た
だ
「
己
を
推
す
を
之
れ
恕
と
謂
ふ
」
と
言
う
だ
け
だ
っ
た
。

曾
子
は
「
夫
子
の
道
は
忠
恕
の
み
」
と
言
っ
た
。
こ
れ
は
聖
人
に
つ
い
て
言
っ
た
の
で
あ
り
、
自
然
な
の
で
あ
り
、
努
め
て
推
し
及
ぼ
す
必
要

が
な
い
。（
恕
）
字
の
解
釈
は
同
じ
で
あ
る
。【
程
端
蒙
録
】

注
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（
１
）
故
に
程
…
ふ
の
み
―
「
故
程
先
生
只
云
、
推
己
之
謂
恕
」
は
、
本
訳
注
（
二
三
）
の
（
里
15
・
63
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
４
）
を
参
照
）。『
論
語
精
義
』

に
も
こ
の
個
所
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
な
お
『
集
注
』
は
「
忠
」
と
「
恕
」
の
定
義
に
程
頤
「
盡
己
之
謂
忠
、
推
己
之
謂
恕
」
を
踏
襲
す
る
。

（
２
）
端
蒙
―
「
端
蒙
」
は
程
端
蒙
。
本
訳
注
（
六
）
の
（
里
５
・
14
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
３
）
を
参
照
）。

　［
里
15
・
69
／
二
七
・
一
八
五

（
１
）
］　　

本
　
文　
　
　
　
　
　
　
　

以
己
及
物
仁
也
、
一
以
貫
之
是
也
。
推
己
及
物
恕
也
、
違
道
不
遠
是
也
、
蓋
是
明
道
之
説
。
第
一
句
只
是
架
空
説
一
句
。
違
道
不
遠
、
只
粘
著（

２
）

推
己
及
物
説
。【
夒
孫
】

校
　
勘
　

（
１
）
本
条
は
、
楠
本
本
「
子
曰
參
乎
章
」
に
は
無
い
。

（
２
）
著
―
「
著
」
は
、
正
中
書
局
本
・
和
刻
本
は
「
着
」
に
作
る
。

訓
　
読                                                     

己
を
以
て
物
に
及
ぼ
す
は
仁
な
り（

１
）と
は
、「
一
以
て
之
を
貫
く
」
是
れ
な
り
。
己
を
推
し
て
物
に
及
ぼ
す
は
恕
な
り
と
は
、「
道
を
違さ

る
こ
と
遠

か
ら
ず（

２
）」
是
れ
な
り
、
蓋
し
是
れ
明
道
の
説
な
り
。
第
一
句
は
只た是
だ
架
空
に
一
句
を
説
く
の
み
。「
道
を
違
る
こ
と
遠
か
ら
ず
」
は
、
只
だ

己
を
推
し
て
物
に
及
ぼ
す
に
粘
り
著
け
て
説
く
の
み
。【
林
夒
孫（

３
）】
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口
語
訳                                                     

　
「
己
を
以
て
物
に
及
ぼ
す
は
仁
な
り
」
と
は
、「
一
以
て
之
を
貫
く
」
で
あ
る
。「
己
を
推
し
て
物
に
及
ぼ
す
は
恕
な
り
」
と
は
、「
道
を
違
る

こ
と
遠
か
ら
ず
」
で
あ
る
。
思
う
に
、
こ
れ
ら
は
程
明
道
が
説
い
た
こ
と
で
あ
る
。
第
一
句
目
は
机
上
の
句
と
し
て
説
い
て
い
る
だ
け
あ
り
、

「
道
を
違
る
こ
と
遠
か
ら
ず
」
は
、
た
だ
「
己
を
推
し
て
物
に
及
ぼ
す
」
に
く
っ
つ
け
て
説
い
た
の
で
あ
る
。【
林
夒
孫
録
】

注（
１
）
己
を
以
…
仁
な
り
―
「
以
己
及
物
仁
也
」
は
、
本
訳
注
（
二
二
）
の
（
里
15
・
57
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
５
）
を
参
照
）。

（
２
）
己
を
推
… 

か
ら
ず
―
「
推
己
及
物
恕
也
」
は
、
本
訳
注
（
二
二
）
の
（
里
15
・
57
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
５
）
を
参
照
）。「
違
道
不
遠
」
は
、『
中
庸
章

句
』
第
十
三
章
に
「
忠
恕
違
道
不
遠
、
施
諸
己
而
不
願
、
亦
勿
施
於
人
」
と
あ
る
。                   

（
３
）
夒
孫
―
「
夒
孫
」
は
林
夒
孫
。
本
訳
注
（
九
）
の
（
里
６
・
７
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
６
）
を
参
照
）。

［
里
15
・
70
／
二
七
・
一
八
六

（
１
）
］　　

本
　
文　
　
　
　
　
　
　
　

問
、
程
子
謂
、
以
己
及
物
仁
也
。
推
己
及
物
恕
也
、
違
道
不
遠
是
也
。
以
己
及
物
仁
也
、
與
違
道
不
遠
、
不
相
關
。
莫
只
是
以
此
分
別
仁
恕
否
。

曰
、
自
是
不
相
關
、
只
是
以
此
形
容
仁
恕
之
定
名
。【
子
蒙
】

校
　
勘
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（
１
）
本
条
は
、
楠
本
本
「
子
曰
參
乎
章
」
に
は
無
い
。

訓
　
読                                                     

問
ふ
、
程
子
謂
ふ
、
己
を
以
て
物
に
及
ぼ
す
は
仁
な
り
。
己
を
推
し
て
物
に
及
ぼ
す
は
恕
な
り（

１
）と

は
、「
道
を
違
る
こ
と
遠
か
ら
ず
」
是
れ
な

り
、
と
。「
己
を
以
て
物
に
及
ぼ
す
は
仁
な
り
」
と
「
道
を
違
る
こ
と
遠
か
ら
ず（

２
）」
と
は
、
相
ひ
關
せ
ず
。
只た是
だ
此
を
以
て
仁
恕
を
分
別
す

る
莫
き
や
否
や
、
と
。
曰
は
く
、
自お

の
づ是

か
ら
相
ひ
關
せ
ず
、
只た是
だ
此
を
以
て
仁
恕
の
名
を
定
む
る
を
形
容
す
、
と
。【
林
子
蒙（

３
）】

口
語
訳

　

弟
子
が
尋
ね
た
、「
程
子
の
言
う
「
己
を
以
て
物
に
及
ぼ
す
は
仁
な
り
。
己
を
推
し
て
物
に
及
ぼ
す
は
恕
な
り
と
は
、「
道
を
違
る
こ
と
遠
か

ら
ず
」
是
れ
な
り
」
と
。「
己
を
以
て
物
に
及
ぼ
す
は
仁
な
り
」
と
い
う
こ
と
と
「
道
を
違
る
こ
と
遠
か
ら
ず
」
と
い
う
こ
と
と
は
、
関
連
が

な
い
。
こ
れ
だ
け
で
は
仁
と
恕
と
を
区
別
し
な
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
。

　

朱
子
が
答
え
た
、「
も
ち
ろ
ん
関
連
が
な
い
。
そ
れ
で
仁
恕
の
概
念
を
表
し
た
だ
け
と
い
う
こ
と
だ
」
と
。【
林
子
蒙
録
】

注（
１
）
程
子
謂
…
恕
な
り
―
「
程
子
謂
、
以
己
及
物
仁
也
。
推
己
及
物
恕
也
」 

は
、
本
訳
注
（
二
二
）
の
（
里
15
・
57
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
５
）
を
参
照
）。                                  

（
２
）
道
を
違
…
か
ら
ず
―
「
違
道
不
遠
」
は
、
本
訳
注
（
二
三
）
の
（
里
15
・
69
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
２
）
を
参
照
）。

（
３
）
子
蒙
―
「
子
蒙
」
は
林
子
蒙
。
名
諱
は
未
詳
。
湖
南
の
人
。『
学
案
補
遺
』
巻
六
九
、『
門
人
』
一
四
三
、『
年
攷
』
一
五
九
頁
を
参
照
。  
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［
里
15
・
71
／
二
七
・
一
八
七
］　　

本
　
文

問
、
明
道
言
、
忠
者
天
道
、
恕
者
人
道
。
何
也
。
曰
、
忠
是
自
然
。
恕
隨
事
應
接（

１
）、
略
假
人
爲
、
所
以
有
天
人
之
辯（

２
）。【
莊
祖（

３
）】

校
　
勘
　

（
１
）
恕
隨
事
応
接
―
「
恕
隨
事
應
接
」
は
、
楠
本
本
は
「
恕
是
隨
事
應
接
」
に
作
る
。

（
２
）
辯
―
「
辯
」
は
、
正
中
書
局
本
は
「
辨
」
に
作
る
。

（
３
）
莊
祖
―
「
莊
祖
」
は
、
楠
本
本
は
「
處
謙
」
に
作
る
。

訓
　
読                                                               

問
ふ
、
明
道
言
ふ
、
忠
と
は
天
道
な
り
、
恕
と
は
人
道
な
り（

１
）、
と
。
何
ぞ
や
、
と
。
曰
は
く
、
忠
は
是
れ
自
然
な
り
。
恕
は
事
に
隨
ひ
て
應
接

し
、
略ほ

ぼ
人
爲
に
假よ

り
、
天
人
の
辯
有
る
所
以
な
り
、
と
。【
李
莊
祖（

２
）】

口
語
訳

　
（
弟
子
が
）
尋
ね
た
、「
程
顥
（
明
道
）
が
「
忠
と
は
天
道
で
あ
り
、
恕
と
は
人
道
で
あ
る
」
と
言
っ
た
の
は
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
」
と
。

　
（
朱
子
が
）
答
え
た
、「
忠
と
は
自
然
で
あ
る
。
恕
と
は
事
物
に
対
応
す
る
こ
と
で
あ
り
、
概
ね
人
為
に
た
よ
る
。
天
と
人
と
に
区
分
が
あ
る
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の
で
あ
る
」
と
。【
李
莊
祖
録
】

注（
１
）
明
道
言
…
道
な
り
―
「
明
道
言
、
忠
者
天
道
、
恕
者
人
道
」
は
、
本
訳
注
（
二
二
）
の
（
里
15
・
57
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
５
）
を
参
照
）。

（
２
）
莊
祖
―
「
莊
祖
」
は
李
莊
祖
。
字
は
處
謙
。
本
訳
注
（
三
）
の
（
里
２
・
４
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
３
）
を
参
照
）。

［
里
15
・
72
／
二
七
・
一
八
八
］　　

本
　
文

忠
者
天
道
、
恕
者
人
道
、
此
天
是（

１
）與

人
對
之
天
。
若
動
以
天
也
之
天
、
卽
是
理
之
自
然
。
又
曰
、
聖
賢
之
言
、
夫
子
言
一
貫
、
曾
子
言
忠
恕
、

子
思
言
小
德
川
流
、
大
德
敦（

２
）化
、
張
子
言
理
一
分
殊
。
只
是
一
箇
。【
卓
】

校
　
勘
　

（
１
）
是
―
「
是
」
は
、
楠
本
本
は
「
却
」
に
作
る
。

（
２
）
敦
―
「
敦
」
は
、
楠
本
本
は
「
弘
」
に
作
る
。

訓
　
読

忠
と
は
天
道
な
り
、
恕
と
は
人
道
な
り
、
と
。
此
の
天
は
是
れ
人
と
對
す
る
の
天
な
り
。
動
く
に
天
を
以
て
す
る
な
り
の
天
の
若
き
は（

１
）、
即す

な
は是

ち
理
の
自
然
な
り
、
と
。
又
曰
は
く
、
聖
賢
の
言
、
夫
子
は
一
貫
と
言
ひ
、
曾
子
は
忠
恕
と
言
ひ
、
子
思
は
「
小
德
は
川
流
し
、
大
德
は
敦
化
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す
」
と
言
ひ
、
張
子
は
「
理
一
分
殊（

２
）」

と
言
ふ
。
只た是
だ
一
箇
の
み
、
と
。【
黃
卓（

３
）】　

口
語
訳                                  

　
「「
忠
は
天
道
で
あ
り
、
恕
は
人
道
で
あ
る
」
と
。
こ
の
天
は
人
間
と
対
に
な
る
天
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
動
く
に
天
を
以
て
す
」
の
天
は
、

理
の
自
然
で
あ
る
」
と
。

　
（
朱
子
が
）
ま
た
言
っ
た
、「
聖
人
や
賢
者
の
言
葉
と
し
て
、
孔
子
は
一
貫
と
言
い
、
曾
子
は
忠
恕
と
言
い
、
子
思
は
「
小
徳
は
川
流
し
、
大

徳
は
敦
化
す
」
と
言
い
、
張
子
は
理
一
分
殊
と
言
っ
た
。（
道
理
は
）
た
だ
一
つ
だ
け
で
あ
る
」
と
。【
黄
卓
録
】

注（
１
）
動
く
に
…
若
き
は
―
「
忠
者
天
道
、
恕
者
人
道
。
…
…
動
以
天
爾
」
は
、
本
訳
注
（
二
二
）
の
（
里
15
・
57
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
５
）
を
参
照
）。

（
２
）
理
一
分
殊
―
こ
の
語
は
、
も
と
よ
り
張
載
の
「
乾
稱
父
、
坤
稱
母
、
予
茲
藐
焉
、
乃
混
然
中
處
。
故
天
地
之
塞
、
吾
其
體
、
天
地
之
帥
、
吾
其
性
。
民
吾

同
胞
、
物
吾
與
也
」（『
正
蒙
』
乾
稱
篇
）
の
説
に
関
す
る
楊
時
の
質
問
に
対
し
て
、
程
伊
川
の
返
答
の
中
に
見
ら
れ
る
語
で
あ
る
。「
西
銘
之
爲
書
、
推
理

以
存
義
、
擴
前
聖
所
未
發
、
與
孟
子
性
善
養
氣
之
論
同
功
、
豈
墨
氏
之
比
哉
。
西
銘
明
理
一
而
分
殊
、
墨
氏
則
二
本
而
無
分
。
分
珠
之
蔽
、
私
勝
而
失
仁
、

無
分
之
罪
、
兼
愛
而
無
義
。
分
立
而
推
理
一
、
以
止
私
勝
之
流
、
仁
之
方
也
。
無
別
而
迷
兼
愛
、
至
於
無
父
之
極
、
義
之
賊
也
」（『
河
南
程
氏
文
集
』
巻

九
）

（
３
）
卓
―
「
卓
」
は
黄
卓
。
本
訳
注
（
二
二
）
の
（
里
15
・
60
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
１
）
を
参
照
）。

［
里
15
・
73
／
二
七
・
一
八
九
］　

本
　
文
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問
、
天
道
人
道（

１
）、

初
非
以
優
劣
言
。
自
其
渾
然
一
本
言
之
、
則
謂
之
天
道
、
自
其
與
物
接
者
言
之
、
則
謂
之
人
道
耳
。
曰
、
然
。
此
與
誠
者
天

之
道
、
誠
之
者
人
之
道
、
語
意
自
不
同
。【
閎
祖
】

校
　
勘
　

（
１
）
問
、
天
道
人
道
―
「
問
、
天
道
人
道
」
は
、
楠
本
本
は
「
問
明
道
所
謂
天
道
人
道
」
に
作
る
。

訓
　
読

問
ふ
、
天
道
人
道
は
、
初
め
よ
り
優
劣
を
以
て
言
ふ
に
非
ず
。
其
の
渾
然
と
し
て
一
本
よ
り
之
を
言
へ
ば
、
則
ち
之
を
天
道
と
謂
ひ
、
其
の
物

と
接
す
る
者
よ
り
之
を
言
へ
ば
、
則
ち
之
を
人
道
と
謂
ふ
の
み
、
と
。
曰
は
く
、
然
り
、
と
。
此
れ
「
誠
な
る
者
は
天
の
道
な
り
、
之
を
誠
に

す
る
は
人
の
道
な
り（

１
）」
と
、
語
意
は
自お

の
づ

か
ら
同
じ
か
ら
ず
、
と
。【
李
閎
祖（

２
）】

口
語
訳

　
（
弟
子
が
）
尋
ね
た
、「
天
道
と
人
道
と
は
最
初
か
ら
優
劣
で
論
じ
て
は
い
な
い
。
渾
然
一
体
と
い
う
こ
と
か
ら
言
え
ば
、
天
道
と
言
え
る
し
、

事
物
と
応
接
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
言
え
ば
、
人
道
と
言
う
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
」
と
。

　
（
朱
子
が
）
答
え
た
、「
そ
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
と
「
誠
な
る
者
は
天
の
道
な
り
、
之
を
誠
に
す
る
は
人
の
道
な
り
」
と
い
う
こ
と
と

は
、
意
味
が
む
ろ
ん
異
な
っ
て
い
る
」
と
。【
李
閎
祖
録
】
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注（
１
）
誠
な
る
…
道
な
り
―
「
誠
者
天
之
道
、
誠
之
者
人
之
道
」
は
『
中
庸
章
句
』
第
二
十
一
章
に
「
誠
者
天
之
道
也
、
誠
之
者
人
之
道
也
。
誠
者
不
勉
而
中
、

不
思
而
得
、
從
容
中
道
、
聖
人
也
。
誠
之
者
、
擇
善
而
固
執
之
者
也
」
と
あ
る
。                                                        

（
２
）
閎
祖
―
「
閎
祖
」
は
李
閎
祖
。
本
訳
注
（
一
七
）
の
（
里
12
・
２
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
１
）
を
参
照
）。
弟
の
李
相
祖
（
時
可
）・
李
莊
祖
（
處
謙
）

も
朱
子
に
師
事
す
る
。

［
里
15
・
74
／
二
七
・
一
九
〇

（
１
）

］

本
　
文

一
貫
忠
恕
。
先
生
曰
、
此
是
曾
子
平
日
用
工
、
於
逐
事
逐
物
上
、
都
理
會
過
了
、
但
未
知
一
貫
爾
、
故
夫
子
喚
醒
他
。
忠
者
天
道
、
恕
者
人
道
。

忠
者
無
妄
、
恕
者
所
以
行
乎
忠
也
。
先
生
顧
曰
、
恕
者
所
以
行
乎
忠
也
一
句
好
看
。
又
曰
、
便
與
中
庸
大
德
敦
化
、
小
德
川
流
相
似
。【
炎
】

校
　
勘

（
１
）
本
条
は
、
楠
本
本
「
子
曰
參
乎
章
」
に
は
無
い
。

訓
　
読

一
貫
は
忠
恕
な
り
、
と
。
先
生
曰
は
く
、
此
は
是
れ
曾
子
は
平
日 

工
を
用
ひ
て
、
逐
事
逐
物
の
上
に
於
て
、
都す

べ

て
理
會
し
過
ぎ
了
は
る
も
、

但
だ
未
だ
一
貫
す
る
を
知
ら
ざ
る
の
み
、
故
に
夫
子
は
他
を
喚
び
醒
ま
し
む
、
と
。
忠
は
天
道
な
り
、
恕
は
人
道
な
り
。
忠
は
無
妄
、
恕
は
忠

を
行
ふ
所
以
な
り（

１
）、
と
。
先
生
顧
み
て
曰
は
く
、
恕
は
忠
を
行
ふ
所
以
な
り
、
の
一
句
は
、
好
く
看
よ
、
と
。
又
曰
は
く
、
便
ち
中
庸
の
「
大
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德
は
敦
化
し
、
小
德
は
川
流
す（

２
）」

と
相
ひ
似
た
り
、
と
。【
劉
炎（

３
）】

口
語
訳

　

一
貫
と
は
忠
恕
で
あ
る
、
と
。

　

先
生
が
言
っ
た
、「
こ
れ
は
曾
子
が
日
頃
勉
学
に
励
み
、
一
つ
一
つ
の
物
事
に
関
し
て
、
よ
く
理
解
し
て
い
た
が
、
一
貫
に
理
解
が
至
ら
な

か
っ
た
だ
け
な
の
で
、
孔
子
は
曾
子
に
気
づ
か
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
」
と
。

　
「
忠
は
天
道
で
あ
り
、
恕
は
人
道
で
あ
る
。
忠
は
無
妄
で
あ
り
、
恕
は
忠
を
実
行
す
る
根
拠
で
あ
る
」
と
。

　

先
生
が
（
弟
子
を
）
見
て
言
っ
た
、「「
恕
は
忠
を
実
行
す
る
根
拠
で
あ
る
」
の
句
を
し
っ
か
り
読
み
な
さ
い
」
と
。

　

さ
ら
に
言
っ
た
、「『
中
庸
』
の
「
大
徳
は
敦
化
し
、
小
徳
は
川
流
す
」
と
似
通
っ
て
い
る
」
と
。【
劉
炎
録
】

注（
１
）
忠
と
は
…
以
な
り
―
「
忠
者
天
…
乎
忠
也
」
は
、
集
注
に
圏
外
の
説
と
し
て
引
く
程
顥
の
語
。
本
訳
注
（
二
二
）
の
（
里
15
・
57
）
条
に
既
出
（
そ
の
注

（
５
）
を
参
照
）。

（
２
）
大
德
は
…
川
流
す
―
「
大
德
敦
…
德
川
流
」
は
、『
中
庸
章
句
』
第
三
十
章
に
「
萬
物
竝
育
而
不
相
害
。
道
竝
行
而
不
相
悖
。
小
德
川
流
、
大
德
敦
化
。
此

天
地
之
所
以
爲
大
也
」
と
あ
り
、
引
用
は
顚
倒
す
る
。

（
３
）
炎
―
「
炎
」
は
劉
炎
。
本
訳
注
（
三
）
の
（
里
２
・
４
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
３
）
を
参
照
）。

［
里
15
・
75
／
二
七
・
一
九
一

（
１
）

］
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本
　
文

忠
者
、
盡
己
之
心
、
無
少
僞
妄
。
以
其
必
於
此
而
本
焉
、
故
曰
道
之
體
。
恕
者
、
推
己
及
物
、
各
得
所
欲
。
以
其
必
由
是
而
之
焉
、
故
曰
道
之

用
。【
端
蒙
】

校
　
勘

（
１
）
本
条
は
、
楠
本
本
「
子
曰
參
乎
章
」
に
は
無
い
。

訓
　
読

忠
は
、
己
を
盡
く
す
の
心
な
り（

１
）、
少
し
の
僞
妄
も
無
し
。
其
の
必
ず
此
に
於
て
焉
に
本
づ
く
を
以
て
の
故
に
道
の
體
と
曰
ふ
。
恕
は
、
己
を
推

し
て
物
に
及
ぼ
し（

２
）、

各
お
の
お
の

欲
す
る
所
を
得
し
む
。
其
の
必
ず
是
に
由
り
て
焉
に
之ゆ

く
を
以
て
の
故
に
道
の
用（

３
）と

曰
ふ
。【
程
端
蒙（

４
）】

口
語
訳

　

忠
は
己
を
尽
く
す
心
で
あ
り
、
わ
ず
か
な
偽
り
も
な
く
、
常
に
忠
に
於
て
忠
に
基
づ
く
故
に
道
の
本
体
と
言
う
。
恕
は
己
を
推
し
て
物
に
及

ぼ
し
、
各
自
が
望
む
も
の
を
得
て
、
常
に
恕
に
よ
っ
て
進
ん
で
い
く
故
に
道
の
作
用
と
言
う
。【
程
端
蒙
録
】

注（
１
）
忠
は
、
己
…
心
な
り
―
「
忠
者
、
盡
…
己
之
心
」
は
、
集
注
に
引
く
程
頤
の
語
。
本
訳
注
（
二
三
）
の
（
里
15
・
63
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
４
）
を
参
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照
）。

（
２
）
恕
は
、
己
…
及
ぼ
し
―
「
恕
者
、
推
…
己
及
物
」
は
、
集
注
に
圏
外
の
説
と
し
て
引
く
程
顥
の
語
。
本
訳
注
（
二
二
）
の
（
里
15
・
57
）
条
に
既
出
（
そ

の
注
（
５
）
を
参
照
）。

（
３
）
道
の
體
…
道
の
用
―
「
道
之
體
…
道
之
用
」
は
、『
中
庸
章
句
』
第
一
章
の
朱
注
に
「
大
本
者
、
天
命
之
性
、
天
下
之
理
皆
由
此
出
。
道
之
體
也
。
達
道
者
、

循
性
之
謂
、
天
下
古
今
之
所
共
由
。
道
之
用
也
。
此
言
性
情
之
德
、
以
明
道
不
可
離
之
意
」
と
あ
る
。

（
４
）
端
蒙
―
「
端
蒙
」
は
程
端
蒙
。
本
訳
注
（
６
）
の
（
里
５
・
14
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
３
）
を
参
照
）。

［
里
15
・
76
／
二
七
・
一
九
二

（
１
）

］

本
　
文

忠
恕
一
段
、
明
道
解
得
極
分
明
。
其
曰
以
己
及
物
、
仁
也
。
推
己
及
物
、
恕
也
。
忠
恕
違
道
不
遠
是
也
、
分
明
自
作
一
截
説
。
下
面
忠
恕
一
貫

之
以
下
、
却
是
言
聖
人
之
忠
恕
。
故
結
云
、
所
以
與
違
道
不
遠
異
者
、
動
以
天
爾
。
若
曰
、
中
庸
之
言
、
則
動
以
人
爾
。【
端
蒙
】

校
　
勘

（
１
）
本
条
は
、
楠
本
本
「
子
曰
參
乎
章
」
に
は
無
い
。

訓
　
読

忠
恕
の
一
段
は
、
明
道
解
き
得
て
極
め
て
分あ

明き

ら
か
な
り
。
其
の
己
を
以
て
物
に
及
ぼ
す
は
、
仁
な
り
。
己
を
推
し
て
物
に
及
ぼ
す
は
、
恕
な

り（
１
）。「

忠
恕
は
道
を
違さ

る
こ
と
遠
か
ら
ず（

２
）」

は
是ぜ

な
り
と
曰
ふ
は
、
分
明
ら
か
に
自み

づ
か

ら
一
截
の
説
を
作
す
。
下
面
の
忠
恕
一
貫
之
以
下（

３
）は

、
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却か
へ
つ是

て
聖
人
の
忠
恕
を
言
ふ
。
故
に
結
び
て
云
ふ
「
道
を
違
る
こ
と
遠
か
ら
ず
」
と
異
な
る
所
以
の
者
は
、
動
く
に
天
を
以
て
す
る
の
み
、
と
。

中
庸
の
言
は
、
則
ち
動
く
に
人
を
以
て
す
る
の
み
と
曰
ふ
が
若ご

と

し
。【
程
端
蒙（

４
）】

口
語
訳

　

忠
恕
の
一
条
は
、
程
明
道
が
非
常
に
は
っ
き
り
解
き
明
か
し
て
い
る
。「
己
を
以
て
物
に
及
ぼ
す
は
、
仁
な
り
。
己
を
推
し
て
物
に
及
ぼ
す

は
、
恕
な
り
。「
忠
恕
は
道
を
違
る
こ
と
遠
か
ら
ず
」
は
正
し
い
」
と
言
う
の
は
、
明
確
に
一
家
言
を
立
て
て
い
る
。
下
文
の
「
忠
恕
一
貫

之
」
以
下
は
、
聖
人
の
忠
恕
を
言
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
最
後
に
「「
道
を
違
る
こ
と
遠
か
ら
ず
」
と
違
う
理
由
は
、
天
に
則
っ
て
動
く

だ
け
で
あ
る
」
と
言
う
の
は
、「『
中
庸
』
の
言
葉
は
、
人
に
則
っ
て
動
く
だ
け
だ
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。【
程
端
蒙
録
】

注（
１
）
其
の
己
…
恕
な
り
―
「
以
己
及
…
物
、
恕
也
」
は
、
集
注
に
圏
外
の
説
と
し
て
引
く
程
顥
の
語
。
本
訳
注
（
二
二
）
の
（
里
15
・
57
）
条
に
既
出
（
そ
の

注
（
５
）
を
参
照
）。

（
２
）
忠
恕
は
…
か
ら
ず
―
「
忠
恕
違
道
不
遠
」
は
、
本
訳
注
（
二
三
）
の
（
里
15
・
69
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
２
）
を
参
照
）。

（
３
）
忠
恕
一
…
之
以
下
―
「
忠
恕
一
貫
之
以
下
」
は
、
集
注
に
圏
外
の
説
と
し
て
引
く
程
顥
の
語
。
本
訳
注
（
二
二
）
の
（
里
15
・
57
）
条
に
既
出
（
そ
の
注

（
５
）
を
参
照
）。
た
だ
し
、『
論
語
精
義
』
及
び
『
集
注
』
は
「
忠
恕
一
以4

貫
之
」
に
作
る
。

（
４
）
端
蒙
―
「
端
蒙
」
は
程
端
蒙
。
本
訳
注
（
六
）
の
（
里
５
・
14
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
３
）
を
参
照
）。

［
里
15
・
77
／
二
七
・
一
九
三
］
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本
　
文

忠
恕
違
道
不
遠
、
此
乃
掠（

１
）下

敎
人
之
意
。
下
學
而
上
達
也
。
盡
己
之
謂
忠
、
推
己
及
物
之
謂
恕
。
忠
恕
二
字
之
義
、
只
當
如
此
説
。
曾
子
説
夫

子
之
道
、
而
以
忠
恕
爲
言
、
乃
是
借
此
二
字
綻
出
一
貫
。
一
貫
乃
聖
人
公
共
道
理
、
盡
己
推
己
不
足
以
言
之
。
縁
一
貫
之
道
、
難
説
與
學
者
、

故
以
忠
恕
曉
之
。【
賀
孫
】

校
　
勘

（
１
）
掠
―
「
掠
」
は
、
楠
本
本
・
和
刻
本
と
も
に
「
略
」
に
作
る
。

訓
　
読

「
忠
恕
は
道
を
違さ

る
こ
と
遠
か
ら
ず（

１
）」
と
。
此
れ
乃
ち
下
を
掠
め
て
人
に
敎
ふ
る
の
意（

２
）、「
下
學
し
て
上
達
す（

３
）」
な
り
。「
己
を
盡
く
す
を
之
れ

忠
と
謂
ひ
、
己
を
推
し
物
に
及
ぼ
す
を
之
れ
恕
と
謂
ふ（

４
）」

と
。
忠
恕
の
二
字
の
義
は
、
只
だ
當
に
此
の
如
く
説
く
べ
し
。
曾
子 

夫
子
の
道
を

説
き
て
、
忠
恕
を
以
て
言
を
爲
す
、
乃
ち
是
れ
此
の
二
字
を
借
り
て
一
貫
を
綻
出
す
。
一
貫
は
乃
ち
聖
人
の
公
共
の
道
理
に
し
て
、
己
を
盡
く

し
己
を
推
す
は
以
て
之
を
言
ふ
に
足
ら
ず
。
一
貫
の
道
は
、
學
ぶ
者
に
説
き
與
へ
難
き
に
縁よ

り
、
故
に
忠
恕
を
以
て
之
を
曉
ら
し
む
。【
葉
賀

孫（
５
）】

口
語
訳

　
「
忠
恕
は
道
を
違
る
こ
と
遠
か
ら
ず
」
と
。
こ
の
言
葉
は
下
等
な
こ
と
を
盗
み
用
い
て
人
に
教
え
た
意
味
で
あ
る
。「
下
学
し
て
上
達
す
」
で
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あ
る
。「
己
を
尽
く
す
を
之
れ
忠
と
謂
ひ
、
己
を
推
し
物
に
及
ぼ
す
を
之
れ
恕
と
謂
ふ
」
と
。
忠
恕
の
二
字
の
意
味
は
、
た
だ
こ
の
よ
う
に
説

く
べ
き
だ
。
曾
子
が
夫
子
の
道
を
説
い
て
、
忠
恕
を
用
い
て
言
っ
た
の
は
、
こ
の
二
字
を
借
り
て
一
貫
を
綻
び
さ
せ
た
。
一
貫
は
聖
人
の
公
共

の
道
理
で
あ
っ
て
、「
己
を
尽
く
し
」「
己
を
推
す
」
で
は
言
葉
足
ら
ず
で
あ
る
。
一
貫
の
道
は
、
学
ぶ
者
に
説
き
伝
え
る
の
が
難
し
い
た
め
に
、

忠
恕
を
用
い
て
分
か
ら
せ
よ
う
と
し
た
の
だ
。【
葉
賀
孫
録
】

注（
１
）
忠
恕
は
…
か
ら
ず
―
「
忠
恕
違
道
不
遠
」
は
、
本
訳
注
（
二
三
）
の
（
里
15
・
69
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
２
）
を
参
照
）。

（
２
）
下
を
掠
…
意
な
り
―
「
掠
下
敎
人
之
意
」
は
、『
論
語
精
義
』
巻
二
下
、
伊
川
解
に
「
又
曰
、
中
庸
以
曾
子
之
言
雖
是
如
此
、
又
恐
人
尚
疑
忠
恕
未
可
便
爲

道
、
故
曰
、
忠
恕
違
道
不
遠
、
施
諸
己
而
不
願
、
亦
勿
施
於
人
、
此
又
掠
下
敎
人
」
と
あ
る
。「
掠
下
敎
人
」
を
口
語
訳
に
す
る
に
あ
た
り
、『
考
文
解
義
』

「【
畧
下
敎
人
】
畧
、
本
作
掠
、
二
字
通
用
、
掠
、

取
之
義
、
謂
掠
取
下
等
之
事
以
敎
人
、
非
聖
人
自
然
之
忠
恕
也
」（
一
五
三
頁
）
の
説
に
基
づ
き
口
語

訳
に
し
た
。

（
３
）
下
學
し
…
上
達
す
―
「
下
學
而
上
達
也
」
は
、『
論
語
』
憲
問
篇
第
三
十
七
章
に
「
子
曰
、
莫
我
知
也
夫
。
子
貢
曰
、
何
爲
其
莫
知
子
也
。
子
曰
、
不
怨
天
、

不
尤
人
。
下
學
而
上
達
。
知
我
者
其
天
乎
」
と
あ
る
。

（
４
）
己
を
盡
…
と
謂
ふ
―
「
盡
己
之
…
之
謂
恕
」
は
、
集
注
に
引
く
程
頤
の
語
。
本
訳
注
（
二
三
）
の
（
里
15
・
63
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
４
）
を
参
照
）。

（
５
）
賀
孫
―
「
賀
孫
」
は
葉
賀
孫
。
本
訳
注
（
里
１
・
３
）
条
に
既
出
（
そ
の
（
４
）
を
参
照
）。

［
里
15
・
78
／
二
七
・
一
九
四

（
１
）
］

本
　
文

忠
恕
違
道
不
遠
與
夫
子
之
道
忠
恕
、
只
消
看
他
上
下
文
、
便
自
可
見
。
如
中
庸
施
諸
己
而
不
願
、
亦
勿
施
諸
人
、
勿
者
、
禁
止
之
辭
、
豈
非
學
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者
之
事
。
論
語
之
言
、
分
明
先
有
箇
夫
子
之
道
字
、
豈
非
聖
人
之
事
。【
端
蒙
】

校
　
勘

（
１
）
本
条
は
、
楠
本
本
「
子
曰
參
乎
章
」
に
は
無
い
。

訓
　
読

「
忠
恕
は
道
を
違さ

る
こ
と
遠
か
ら
ず
」
と
「
夫
子
の
道
は
忠
恕
」
と
は
、
只
だ
他
の
上
下
の
文
を
看
る
を
消も

ち

ふ
れ
ば
、
便す

な
は自

ち
見
る
可
し
。
中

庸
の
「
諸
を
己
に
施
し
て
願
は
ざ
れ
ば
、
亦
た
諸
を
人
に
施
す
こ
と
勿
か
れ（

１
）」

の
如
く
、
勿
な
る
者
は
、
禁
止
の
辭
な
り
。
豈
に
學
者
の
事
に

非
ず
や
。
論
語
の
言
は
、
分あ

明き

ら
か
に
先
づ
箇
の
「
夫
子
の
道
」
の
字
有
り
、
豈
に
聖
人
の
事
に
非
ず
や
。【
程
端
蒙（

２
）】

口
語
訳

　
「
忠
恕
は
道
を
違
る
こ
と
遠
か
ら
ず
」
と
「
夫
子
の
道
は
忠
恕
」
と
は
、
上
下
の
文
脈
を
読
み
取
ろ
う
と
す
れ
ば
、
す
ぐ
に
理
解
で
き
る
。

『
中
庸
』
の
「
諸
を
己
に
施
し
て
願
は
ざ
れ
ば
、
亦
た
諸
を
人
に
施
す
こ
と
勿
か
れ
」
と
い
う
の
は
、「
勿
」
と
は
禁
止
の
語
で
あ
り
、
学
ぶ
者

の
こ
と
で
は
な
い
か
。『
論
語
』
の
言
葉
に
は
、
は
っ
き
り
と
ま
ず
「
夫
子
の
道
」
と
い
う
語
が
あ
り
、
聖
人
の
こ
と
で
は
な
い
か
。【
程
端
蒙

録
】

注
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（
１
）
忠
恕
は
…
勿
か
れ
―
「
忠
恕
違
道
不
遠
」「
施
諸
己
…
施
諸
人
」
は
、
本
訳
注
（
二
三
）
の
（
里
15
・
69
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
２
）
を
参
照
）。

（
２
）
端
蒙
―
「
端
蒙
」
は
程
端
蒙
。
本
訳
注
（
六
）
の
（
里
５
・
14
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
３
）
を
参
照
）。

［
里
15
・
79
／
二
七
・
一
九
五

（
１
）

］

本
　
文

忠
恕
違
道
不
遠
、
正
是
説
忠
恕
。
一
以
貫
之
之
忠
恕
、
却
是
昇
一
等
説
。【
高（

２
）】

校
　
勘

（
１
）
本
条
は
、
楠
本
本
「
子
曰
參
乎
章
」
に
は
無
い
。

（
２
）
高
―
「
高
」
は
、
和
刻
本
は
「
㝢
」
に
作
る
。

訓
　
読

「
忠
恕
は
道
を
違さ

る
こ
と
遠
か
ら
ず（

１
）」

と
は
、
正ま

是さ

に
忠
恕
を
説
く
。「
一
以
て
之
を
貫
く
」
の
忠
恕
は
、
却か

へ
つ是

て
一
等
を
昇
り
て
説
く
。【
舒

高（
２
）】

口
語
訳

　
「
忠
恕
は
道
を
違さ

る
こ
と
遠
か
ら
ず
」
と
は
、
ま
さ
し
く
忠
恕
を
説
い
て
い
る
。「
一
以
て
之
を
貫
く
」
の
忠
恕
と
は
、
一
ラ
ン
ク
上
が
っ
て
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説
い
た
も
の
で
あ
る
。【
舒
高
録
】

注（
１
）
忠
恕
は
…
か
ら
ず
―
「
忠
恕
違
道
不
遠
」
は
、
本
訳
注
（
二
三
）
の
（
里
15
・
69
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
２
）
を
参
照
）。

（
２
）
高
―
「
高
」
は
舒
高
。
字
や
出
身
地
は
不
明
。『
宋
元
学
案
補
遺
』
六
十
九
、『
朱
子
門
人
』
二
二
七
頁
。
和
刻
本
記
載
の
「
㝢
」
は
、
徐
㝢
。
本
訳
注

（
一
）
の
（
里
１
・
４
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
４
）
を
参
照
）。

［
里
15
・
80
／
二
七
・
一
九
六
］

本
　
文

一（
１
）是

忠
、
貫
是
恕
。
譬
如
一
泓
水
、
聖
人
自
然
流
出
、
灌
漑
百
物
、
其
他
人
須
是
推
出
來
灌
漑
。
此
一
貫
所
以
爲
天
。
至
子
思
忠
恕
、
只
是
人
、

所
以
説
違
道
不
遠
。
盡
己
之
謂
忠
、
推
己
之
謂
恕
。
才（

２
）是

他
人
、
便
須
是
如
此
。【
泳
】

校
　
勘

（
１
）
一
―
「
一
」
は
、
楠
本
本
は
「
曾
子
忠
恕
一
是
忠
」
に
作
る
。

（
２
）
才
―
「
才
」
は
、
楠
本
本
は
「
纔
」
に
作
る
。

訓
　
読

一
は
是
れ
忠
な
り
、
貫
は
是
れ
恕
な
り
。
譬た

如と

へ
ば
一
泓
の
水
の
、
聖
人
は
自
然
に
流
れ
出
で
、
百
物
を
灌
漑
す
。
其
れ
他
人
は
須す

べ
か是
ら
く
推
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し
出
だ
し
来
り
て
灌
漑
す
べ
し
。
此
れ
一
貫
の
天
と
爲
す
所
以
な
り
。
子
思
の
忠
恕
に
至
り
て
は
、
只た是
だ
人
の
み
な
れ
ば
、
所ゆ

以ゑ

に
「
道
を

違さ

る
こ
と
遠
か
ら
ず（

１
）」

と
説
く
。「
己
を
盡
く
す
を
之
れ
忠
と
謂
ひ
、
己
を
推
す
を
之
れ
恕
と
謂
ふ（

２
）」

と
。
才わ

是づ

か
に
他
人
な
れ
ば
、
便
ち
須

是
ら
く
此
の
如
く
な
る
べ
し
。【
湯
泳（

３
）】

口
語
訳

　

一
と
は
忠
で
あ
り
、
貫
と
は
恕
で
あ
る
。
例
え
ば
一
本
の
川
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
聖
人
は
自
然
に
流
れ
て
ゆ
き
、
万
物
を
潤
す
。
聖
人

以
外
の
人
間
は
水
を
推
し
出
し
て
潤
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
一
貫
が
天
で
あ
る
理
由
で
あ
る
。
子
思
の
忠
恕
に
到
っ
て
は
、
普
通
の

人
間
な
の
で
、「
道
を
違
る
こ
と
遠
か
ら
ず
」
と
説
い
た
の
で
あ
る
。「
己
を
尽
く
す
を
之
れ
忠
と
謂
ひ
、
己
を
推
す
を
之
れ
恕
と
謂
ふ
」
と
。

聖
人
以
外
の
人
間
な
ら
、
そ
う
あ
る
べ
き
で
あ
る
。【
湯
泳
録
】

注（
１
）
道
を
違
…
か
ら
ず
―
「
違
道
不
遠
」
は
、
本
訳
注
（
二
三
）
の
（
里
15
・
69
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
２
）
を
参
照
）。

（
２
）
己
を
盡
…
と
謂
ふ
―
「
尽
己
之
…
之
謂
恕
」
は
、
集
注
に
引
く
程
頤
の
語
。
本
訳
注
（
二
三
）
の
（
里
15
・
63
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
４
）
を
参
照
）。

（
３
）
泳
―
「
泳
」
は
湯
泳
。
字
は
叔
永
。
静
一
先
生
と
称
さ
れ
る
。
丹
陽
（
江
蘇
）
の
人
。『
宋
元
学
案
補
遺
』
巻
六
十
九
、『
朱
子
門
人
』
二
三
九
頁
。
三
浦

國
雄
『「
朱
子
語
類
」
抄
』
に
「
な
お
、
泳
と
い
う
名
の
弟
子
は
胡
泳
の
ほ
か
に
湯
泳
が
お
り
、『
語
類
』
の
記
録
者
名
は
名
だ
け
書
く
な
ら
わ
し
だ
が
、

両
者
を
区
別
す
る
た
め
に
胡
泳
が
記
録
者
の
場
合
に
限
っ
て
フ
ル
ネ
ー
ム
で
書
く
。」
と
記
し
て
い
る
。（
九
五
頁
、
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
八
年
十

月
）
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問
、
到
得
忠
恕
、
已
是
道
。
如
何
又
云
違
道
不
遠
。
曰
、
仁
是
道（

１
）、

忠
恕
正
是
學
者
著（

２
）力

下
工
夫
處
。
施
諸
己
而
不
願
、
亦
勿
施
於
人
、
子
思

之
説
、
正
爲
下
工
夫
。
夫
子
之
道
、
忠
恕
而
已
矣
、
却
不
是
恁
地
。
曾
子
只
是
借
這
箇
説
。
維
天
之
命
、
於
穆
不
已
、
乾
道
變
化
、
各
正
性
命
、

便
是
天
之
忠
恕
。
純
亦
不
已
、
萬
物
各
得
其
所
、
便
是
聖
人
之
忠
恕
。
施
諸
己
而
不
願
、
亦
勿
施
於
人
、
便
是
學
者
之
忠
恕
。【
賀
孫
】

校
　
勘

（
１
）
道
―
「
道
」
は
、
和
刻
本
は
「
到
」
に
作
る
。

（
２
）
著
―
「
著
」
は
、
楠
本
本
・
和
刻
本
・
正
中
書
局
本
は
「
着
」
に
作
る
。

訓
　
読

問
ふ
、
忠
恕
に
到
り
得
れ
ば
、
已
に
是
れ
道
な
り
。
如
何
ぞ
又
「
道
を
違さ

る
こ
と
遠
か
ら
ず
」
と
云
ふ
や
、
と
。
曰
は
く
、
仁
は
是
れ
道
な
り
、

忠
恕
は
正
に
是
れ
學
者
の
著
力
し
て
工
夫
を
下
す
處
な
り
。「
諸
を
己
に
施
し
て
願
は
ざ
れ
ば
、
亦
た
人
に
施
す
こ
と
勿
か
れ（

１
）」
は
、
子
思
の

説
く
こ
と
は
、
正
に
工
夫
を
下
す
と
爲
す
。「
夫
子
の
道
は
、
忠
恕
の
み
」
は
、
却か

へ
つ是
て
恁
地
に
あ
ら
ず
。
曾
子
は
只た是
だ
這こ

箇れ

を
借
り
て
説

く
。「
維
れ
天
の
命
、
於あ

あ

穆
と
し
て
已
ま
ず（

２
）」、「

乾
道
の
變
化
は
、
各

お
の
お
の

性
命
を
正
す（

３
）」

は
、
便す

な
は是

ち
天
の
忠
恕
な
り
。「
純
も
亦
た
已
ま
ず（

４
）」、

「
萬
物 

各 

其
の
所
を
得
た
り（

５
）」
は
、
便
是
ち
聖
人
の
忠
恕
な
り
。「
諸
を
己
に
施
し
て
願
は
ざ
れ
ば
、
亦
た
人
に
施
す
こ
と
勿
か
れ
」
は
、
便

是
ち
學
者
の
忠
恕
な
り
、
と
。【
葉
賀
孫
】
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口
語
訳

　
（
弟
子
が
）
尋
ね
た
、「
忠
恕
に
到
達
し
た
な
ら
ば
、
も
う
そ
れ
で
道
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
道
を
違さ

る
こ
と
遠
か
ら
ず
」
と
言
う
の
は
な
ぜ
で

す
か
」
と
。

　
（
朱
子
が
）
答
え
た
、「
仁
と
は
道
で
あ
る
。
忠
恕
と
は
、
ま
さ
し
く
学
ぶ
者
が
努
め
て
工
夫
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。「
諸
を
己
に
施
し
て
願

は
ざ
れ
ば
、
亦
た
人
に
施
す
こ
と
勿
か
れ
」
は
、
子
思
が
説
い
た
の
は
、
ま
さ
し
く
工
夫
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。「
夫
子
の
道
は
、
忠
恕
の

み
」
は
、
そ
う
で
は
な
い
。
曾
子
は
た
だ
こ
の
忠
恕
を
借
り
て
説
い
た
。「
維
れ
天
の
命
、
於あ

あ

穆
と
し
て
已
ま
ず
」
と
「
乾
道
の
変
化
は
各 

性

命
を
正
す
」
は
、
天
の
忠
恕
で
あ
る
。「
純
も
亦
た
已
ま
ず
」
と
「
万
物 

各 

其
の
所
を
得
た
り
」
は
、
聖
人
の
忠
恕
で
あ
る
。「
諸
を
己
に
施

し
て
願
は
ざ
れ
ば
、
亦
た
人
に
施
す
こ
と
勿
か
れ
」
は
、
学
ぶ
者
の
忠
恕
で
あ
る
」
と
。【
葉
賀
孫
録
】

注（
１
）
道
を
違
…
勿
か
れ
―
「
違
道
不
遠
」「
施
諸
己
而
不
願
、
亦
勿
施
於
人
」
は
、
本
訳
注
（
二
三
）
の
（
里
15
・
69
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
２
）
を
参
照
）。

（
２
）
維
れ
天
…
已
ま
ず
―
「
維
天
之
…
穆
不
已
」
は
、『
詩
経
』
周
頌
・
維
天
之
命
に
「
維
天
之
命
、
於
穆
不
已
。
於
乎
不
顯
、
文
王
之
德
之
純
。
假
以
溢
我
、

我
其
收
之
。
駿
惠
我
文
王
、
曾
孫
篤
之
」
と
あ
る
。

（
３
）「
乾
道
の
…
を
正
す
―
「
乾
道
變
…
正
性
命
」
は
、
本
訳
注
（
二
三
）
の
（
里
15
・
63
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
５
）
を
参
照
）。

（
４
）
純
も
亦
…
已
ま
ず
―
「
純
亦
不
已
」
は
、『
中
庸
章
句
』
第
二
十
六
章
に
「
詩
云
、
維
天
之
命
、
於
穆
不
已
。
蓋
曰
天
之
所
以
爲
天
也
。
於
乎
不
顯
、
文
王

之
德
之
純
。
蓋
曰
文
王
之
所
以
爲
文
也
、
純
亦
不
已
」
と
あ
る
。

（
５
）
萬
物
各
…
得
た
り
―
「
萬
物
各
得
其
所
」
は
、『
周
易
』
繋
辞
下
伝
に
「
日
中
爲
市
、
致
天
下
之
民
、
聚
天
下
之
貨
、
交
易
而
退
、
各
得
其
所
、
蓋
取
諸
噬

嗑
」
と
あ
る
。
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曾
子
忠
恕
、
與
子
思
忠
恕
不
同
。
曾
子
忠
恕
是
天
、
子
思
忠
恕
尚
是
人
在
。【
泳
】

訓
　
読

曾
子
の
忠
恕
は
、
子
思
の
忠
恕
と
同
じ
か
ら
ず
。
曾
子
の
忠
恕
は
是
れ
天
な
り
、
子
思
の
忠
恕
は
尚
ほ
是
れ
人
在
り
。【
湯
泳（

１
）】

口
語
訳

　

曾
子
の
忠
恕
は
子
思
の
忠
恕
と
は
同
じ
で
は
な
い
。
曾
子
の
忠
恕
は
天
で
あ
る
。
子
思
の
忠
恕
は
ま
だ
人
で
あ
る
。【
湯
泳
録
】

注（
１
）
泳
―
「
泳
」
は
湯
泳
。
本
訳
注
（
二
三
）
の
（
里
15
・
80
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
３
）
を
参
照
）。

［
里
15
・
83
／
二
七
・
一
九
九
］

本
　
文
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問（
１
）、

忠
恕
而
已
矣
、
與
違
道
不
遠
、
己
所
不
欲
等
處
不
同
、
而
程
先
生
解
釋
各
有
異
意
、
如
何
。
曰
、
先
理
会
忠
恕
而
已
一
句
。
如
明
道
説
動

以
天
之
類
、
只
是
言
聖
人
不
待
勉
強
、
有
箇
自
然
底
意
思
。
如
己
所
不
欲
、
勿
施
於
人
、
施
諸
己
而
不
願
、
亦
勿
施
諸
人
、
看（

２
）箇

勿
字
、
便
是

禁
止
之
辭
。
故
明
道
曰
、
以
己
及
物
仁
也
、
推
己
及
物
恕
也
。
正
是
如
此
分
別
。
或
曰
、
南
軒
解
此
云
、
聖
人
全
乎
此
、
天
之
道
也
、
曾
子
稱

夫
子
忠
恕
是
矣
。
賢
者
求
盡
夫
此
、
人
之
道
也
、
子
思
稱
忠
恕
是
矣
。
曰（

３
）、
此
亦
説
得
好
。
諸
友
却
如
何
看
。
謨（

４
）曰
、
集
注
等
書
所
謂
盡
己
爲

忠
道
之
體
也
。
推
己
爲
恕
道
之
用
也
。
忠
爲
恕
體
、
是
以
分
殊
而
理
未
嘗
不
一
。
恕
爲
忠
用
、
是
以
理
一
而
分
未
嘗
不
殊
。
此
固
甚
明
矣
。
曰（

５
）、

夫
子
只
説
吾
道
一
以
貫
之
、
曾
子
説
此
一
句（

６
）、

正（
７
）是

下
箇（

８
）注

脚
、 

如
何
却
橫
將
忠
恕
入
來
解
説
一
貫
字
。
程
子
解
此
又
如
何
。
曰
、
以
己
及
物

爲
仁
、
推
己
及
物
爲
恕
。
又
却
繼
之
曰
、
此
與
違
道
不
遠
異
者
、
動
以
天
爾
。
如
此
、
却
是
剰
了
以
己
及
物
一
句
、
如
何
。
謨
曰
、
莫
是
合
忠

恕
而
言
便
是
仁
否
。
先
生
稱
善
。
謨（

９
）曰

、
只
於
集
注
解
第
二
節
處
得
之
。
如
曰
聖
人
至
誠
無
息
、
而
萬
物
各
得
其
所
便
是
合
忠
恕
是
仁
底
意
思
。

曰（
（1
（

、
合
忠
恕
正
是
仁
。
若
使
曾
子
便
將
仁
解
一
貫
字
、
却
失
了
體
用
、
不
得
謂
之
一
貫
爾
。
要

（
1
1
）如

此
講
貫
、
方
盡
。【
謨
】

校
　
勘

（
１
）
問
―
「
問
」
は
、
楠
本
本
は
「
謨
問
」
に
作
る
。

（
２
）
看
箇
―
「
看
箇
」
は
、
楠
本
本
は
「
着
個
」
に
作
る
。

（
３
）
曰
―
「
曰
」
は
、
楠
本
本
は
「
先
生
曰
」
に
作
る
。

（
４
）
謨
―
「
謨
」
は
、
楠
本
本
は
「
某
」
に
作
る
。

（
５
）
曰
―
「
曰
」
は
、
楠
本
本
は
「
先
生
曰
」
に
作
る
。

（
６
）
句
―
「
句
」
は
、
和
刻
本
は
「
句
」
の
字
無
し
。

（
７
）
正
―
「
正
」
は
、
和
刻
本
は
「
自
正
」
に
作
る
。

（
８
）
箇
―
「
箇
」
は
、
楠
本
本
は
「
個
」
に
作
る
。
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（
９
）
謨
―
「
謨
」
は
、
楠
本
本
は
「
某
」
に
作
る
。

（
10
）
曰
―
「
曰
」
は
、
楠
本
本
は
「
先
生
曰
」
に
作
る
。

（
11
）
要
―
「
要
」
は
、
楠
本
本
は
「
要
」
の
字
無
し
。

訓
　
読

問
ふ
、「
忠
恕
の
み
」
と
「
道
を
違さ

る
こ
と
遠
か
ら
ず（

１
）」「

己
の
欲
せ
ざ
る
所（

２
）」

等
の
處
と
は
、
同
じ
か
ら
ず
し
て
、
程
先
生
の
解
釋
は
各

お
の
お
の

異

な
る
意
有
る
は
、
如
何
、
と
。
曰
は
く
、
先
づ
「
忠
恕
の
み
」
の
一
句
を
理
會
せ
よ
。
明
道
の
動
く
に
天
を
以
て
す（

３
）と

説
く
の
類
の
如
き
は
、

只た是
だ
聖
人
は
勉つ

強と

む
る
を
待
た
ず
、
箇
の
自
然
底の

意
思
有
る
を
言
ふ
の
み
。「
己
の
施
せ
ざ
る
所
、
人
に
施
す
こ
と
勿
か
れ
」、「
諸
を
己
に

施
し
て
願
は
ざ
れ
ば
、
亦
た
人
に
施
す
こ
と
勿
か
れ
」
の
如
き
は
、
箇
の
勿
の
字
を
看
れ
ば
、
便
ち
是
れ
禁
止
の
辭
な
り
。
故
に
明
道
曰
は
く
、

己
を
以
て
物
に
及
ぼ
す
は
仁
な
り
、
己
を
推
し
て
物
に
及
ぼ
す
は
恕
な
り
、
と
。
正
に
是
れ
此
の
如
く
分
別
す
、
と
。
或
ひ
と
曰
は
く
、
南
軒

は
此
を
解
し
て
云
ふ
、
聖
人
の
此
に
全
き
は
、
天
の
道
な
れ
ば
な
り
、
曾
子
の
夫
子
を
忠
恕
と
稱
す
是
れ
な
り
。
賢
者
の
此
に
求
め
盡
く
す
は
、

人
の
道
な
れ
ば
な
り
、
子
思
の
忠
恕
と
稱
す
是
れ
な
り（

４
）、

と
。
曰
は
く
、
此
れ
亦
た
説
き
得
て
好
し
。
諸
友
は
却
て
如
何
に
看
る
か
、
と
。
謨

曰
は
く
、
集
注
等
の
書
に
所
謂 

己
を
盡
く
す
を
忠
と
爲
す
、
と
は
、
道
の
體
な
り
。
己
を
推
す
を
恕
と
爲
す
、
と
は
、
道
の
用
な
り（

５
）。
忠
は

恕
の
體
爲た

り
、
是
を
以
て
分
殊
に
し
て
理
未
だ
嘗
て
一
な
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
恕
は
忠
の
用
爲
り
、
是
を
以
て
理
一
に
し
て
分
未
だ
嘗
て
殊
な

ら
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
此
れ
固
よ
り
甚
だ
明
ら
か
な
り
、
と
。
曰
は
く
、
夫
子
は
只
だ
「
吾
が
道
は
一
以
て
之
を
貫
く
」
と
説
く
の
み
。
曾
子
の

此
の
一
句
を
説
く
は
、
正
に
是
れ
下
の
箇
の
注
脚
な
れ
ば
、 

如
何
ぞ
却
て
橫

よ
こ
し
ま

に
忠
恕
を
將も

ち
入
れ
來
り
て
「
一
貫
」
の
字
を
解
き
説
か
ん
。

程
子
の
此
を
解
く
こ
と
又 

如
何
、
と
。
曰
は
く
、
己
を
以
て
物
に
及
ぼ
す
を
仁
と
爲
し
、
己
を
推
し
て
物
に
及
ぼ
す
を
恕
と
爲
す
、
と
。
又 
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却
て
之
を
繼
ぎ
て
曰
は
く
、
此
れ
と
「
道
を
違
る
こ
と
遠
か
ら
ず
」
と
の
異
な
る
者
は
、
動
く
に
天
を
以
て
す
る
の
み
、
と
。
此
の
如
く
ん
ば
、

却か
へ
つ是

て
「
己
を
以
て
物
に
及
ぼ
す
」
の
一
句
を
剰あ

ま

し
了
は
る
は
、
如
何
、
と
。
謨
曰
は
く
、
是
れ
忠
恕
に
合
し
て
言
へ
ば
、
便
ち
是
れ
仁
な
る

莫
き
や
否
や
、
と
。
先
生 

善
し
と
稱
す
。
謨
曰
は
く
、
只
だ
集
注
の
第
二
節
を
解
す
る
處
に
於
て
之
を
得
た
り
。
如
し
聖
人
は
至
誠
に
し
て

息
む
こ
と
無
く
、
萬
物 

各 

其
の
所
を
得
と
曰
へ
ば
、
便
是
ち
忠
恕
に
合
す
、
是
れ
仁
底の

意
思
な
り
、
と
。
曰
は
く
、
忠
恕
に
合
す
る
は
、
正

に
是
れ
仁
な
り
。
若も使
し
曾
子
の
便
ち
仁
を
將
て
一
貫
の
字
を
解
す
れ
ば
、
却
て
體
用
を
失
ひ
了
は
り
、
之
を
一
貫
と
謂
ふ
を
得
ざ
る
の
み
。

要も

し
此
の
如
く
貫
を
講
ず
れ
ば
、
方は

じ

め
て
盡
く
せ
り
、
と
。【
周
謨（

６
）】

口
語
訳

　
（
弟
子
が
）
尋
ね
た
、「「
忠
恕
の
み
」
と
「
道
を
違
る
こ
と
遠
か
ら
ず
」、「
己
の
欲
せ
ざ
る
所
」
等
に
は
違
い
が
あ
り
、
程
子
の
解
釈
に
は

そ
れ
ぞ
れ
違
い
が
あ
る
の
は
、
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
」
と
。

　
（
朱
子
が
）
答
え
た
、「
ま
ず
「
忠
恕
の
み
」
と
い
う
句
を
理
解
せ
よ
。
程
明
道
が
「
動
く
に
天
を
以
て
す
」
と
い
う
類
の
ご
と
き
は
、
聖
人

だ
け
が
努
力
を
待
た
な
い
こ
と
を
言
い
、
自
然
の
ま
ま
と
い
う
意
味
が
あ
る
。「
己
の
施
せ
ざ
る
所
、
人
に
施
す
勿
か
れ
」、「
諸
を
己
に
施
し

て
願
は
ざ
る
こ
と
、
亦
た
人
に
施
す
勿
か
れ
」
の
「
勿
」
と
い
う
字
を
見
れ
ば
、
こ
れ
は
禁
止
の
語
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
程
明
道
は
「
己
を
以

て
物
に
及
ぼ
す
は
仁
な
り
、
己
を
推
し
て
物
に
及
ぼ
す
は
恕
な
り
」
と
言
っ
た
。
ま
さ
し
く
こ
の
よ
う
に
区
別
す
る
」
と
。

　

あ
る
弟
子
が
言
っ
た
、「
張
南
軒
は
解
釈
し
て
言
っ
た
、「
聖
人
が
完
全
な
の
は
、
天
の
道
だ
か
ら
で
あ
る
。
曾
子
は
夫
子
の
道
を
忠
恕
と
称

し
た
の
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
賢
者
が
追
求
し
て
い
く
の
は
、
人
の
道
だ
か
ら
で
あ
る
。
子
思
が
忠
恕
と
称
し
た
の
が
、
そ
れ
で
あ
る
」
と
」
と
。

　
（
朱
子
が
）
答
え
た
、「
こ
れ
も
う
ま
い
言
い
方
で
あ
る
。
君
た
ち
は
ど
う
思
う
か
ね
」
と
。
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私
（
謨
）
は
言
っ
た
、「『
集
注
』
な
ど
の
書
物
で
い
う
「
己
を
尽
く
す
を
忠
と
為
す
」
は
道
の
本
体
で
あ
り
、「
己
を
推
す
を
恕
と
為
す
」

は
道
の
作
用
で
あ
る
。
忠
は
恕
の
本
体
で
あ
る
、
そ
れ
ゆ
え
分
殊
で
あ
っ
て
も
、
理
一
で
な
か
っ
た
こ
と
は
な
い
。
恕
は
忠
の
作
用
で
あ
る
、

そ
れ
ゆ
え
理
一
で
あ
る
が
、
分
殊
で
な
か
っ
た
こ
と
は
な
い
。
以
上
の
こ
と
は
と
て
も
明
ら
か
な
こ
と
だ
」
と
。

　
（
朱
子
が
）
言
っ
た
、「
孔
子
は
「
吾
が
道
は
一
以
て
之
を
貫
く
」
と
言
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
曾
子
の
一
句
は
、
正
に
下
に
続
い
た
注
釈
で
あ

る
。
ど
う
し
て
む
や
み
に
忠
恕
を
挿
入
し
て
一
貫
の
字
を
説
明
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
程
子
の
説
明
は
、
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
」
と
。

　
（
朱
子
が
）
言
っ
た
、「「
己
を
以
て
物
に
及
ぼ
す
を
仁
と
為
し
、
己
を
推
し
て
物
に
及
ぼ
す
を
恕
と
為
す
」
と
。
そ
れ
に
続
け
て
言
っ
て
い

る
、「
此
れ
と
「
道
を
違
る
こ
と
遠
か
ら
ず
」
と
の
異
な
る
も
の
は
、
動
く
に
天
を
以
て
す
る
の
み
」
と
。
そ
う
な
ら
ば
、「
己
を
以
て
物
に
及

ぼ
す
」
の
句
が
余
計
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
」
と
。

　

私
（
謨
）
は
言
っ
た
、「
忠
恕
に
合
し
て
言
え
ば
、
仁
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
」
と
。

　

先
生
は
良
い
と
評
し
た
。            

　

私
（
謨
）
は
言
っ
た
、「『
集
注
』
で
第
二
節
を
解
釈
し
た
の
は
当
を
得
て
い
ま
す
。「
聖
人
は
至
誠
に
し
て
息
む
こ
と
無
く
、
万
物 

各 

其

の
所
を
得
」
は
、
忠
恕
に
合
す
る
こ
と
で
、
仁
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
す
」
と
。

　
（
朱
子
が
）
言
っ
た
、「
忠
恕
に
合
す
る
の
は
ま
さ
し
く
仁
で
あ
る
。
も
し
曾
子
が
仁
を
使
っ
て
一
貫
の
字
を
解
釈
し
た
な
ら
ば
、
逆
に
本
体

と
作
用
を
見
失
っ
て
、
も
う
こ
れ
を
一
貫
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
。
こ
の
よ
う
に
「
貫
」
を
説
明
し
て
は
じ
め
て
完
璧
で
あ
る
」
と
。

【
周
謨
録
】

注
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（
１
）
道
を
違
…
か
ら
ず
―
「
違
道
不
遠
」
と
後
半
に
現
れ
る
「
施
諸
己
而
不
願
、
亦
勿
施
於
人
」
は
、
本
訳
注
（
二
三
）
の
（
里
15
・
69
）
条
に
既
出
（
そ
の

注
（
２
）
を
参
照
）。

（
２
）
己
の
欲
…
ざ
る
所
―
「
己
所
不
欲
」
と
後
半
に
現
れ
る
「
如
己
所
不
欲
、
勿
施
於
人
」
は
、
本
訳
注
（
二
三
）
の
（
里
15
・
63
）
条
に
既
出
（
そ
の
注

（
２
）
を
参
照
）。

（
３
）
動
く
に
…
以
て
す
―
「
動
以
天
」
と
後
半
に
現
れ
る
「
以
己
及
物
仁
也
、
推
己
及
物
恕
也
」
は
、
本
訳
注
（
二
二
）
の
（
里
15
・
57
）
条
に
既
出
（
そ
の

注
（
５
）
を
参
照
）。

（
４
）
聖
人
の
…
れ
な
り
―
「
聖
人
全
…
恕
是
矣
」
は
、
張
栻
『
南
軒
論
語
解
』
里
仁
篇
に
「
聖
人
全
乎
此
、
天
之
道
也
、
曾
子
所
稱
夫
子
忠
恕
是
矣
。
賢
者
求

盡
乎
此
、
人
之
道
也
、
子
思
所
稱
忠
恕
是
矣
」
と
あ
り
、『
語
類
』
に
記
さ
れ
る
「
求
盡
夫
此
」
の
「
夫
」
は
「
乎
」
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ

の
た
め
、
こ
こ
で
は
『
南
軒
論
語
解
』
に
あ
る
「
求
盡
乎
此
」
に
基
づ
き
訓
読
と
口
語
訳
を
し
た
。

（
５
）
己
を
盡
…
用
な
り
―
「
盡
己
爲
…
之
用
也
」
は
、
集
注
に
引
く
程
頤
の
語
。
本
訳
注
（
二
三
）
の
（
里
15
・
63
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
４
）
を
参
照
）。

（
６
）
模
―
「
模
」
は
、
周
模
。
本
訳
注
（
一
六
）
の
（
里
10
・
２
）
に
既
出
（
そ
の
注
（
１
）
を
参
照
）。




